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三

小
括

第
二
章

航
空
事
故
に
対
す
る
刑
事
訴
追
の
状
況

一

国
外
の
状
況

一
）
航
空
従
事
者
の
起
訴
に
関
す
る
傾
向

二
）
刑
事
訴
追
の
類
型

ア

ア
メ
リ
カ

イ

フ
ラ
ン
ス

ウ

イ
タ
リ
ア

エ

刑
事
訴
追
の
類
型
か
ら
見
え
る
こ
と

三
）
小
括

二

日
本
の
状
況

目

次

は
じ
め
に

第
一
章

航
空
事
故
へ
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
の
是
非

一

対
立
の
構
造

一
）
刑
事
責
任
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
の
主
張

二
）
刑
事
責
任
を
肯
定
す
る
立
場
か
ら
の
主
張

三
）
見
解
の
対
立
点

二

航
空
事
故
を
特
別
視
す
る
こ
と
を
認
め
る
理
由
の
検
討

一
）
航
空
危
険
処
罰
法
の
問
題

二
）
航
空
機
運
航
シ
ス
テ
ム
の
特
性

三
）
自
動
車
事
故
と
の
比
較

流用時注意：Ⅰ Ⅱ の見出し体裁はパタ ン外です。



論 説

一
）
日
本
の
航
空
事
故
調
査
等
に
関
す
る
制
度

二
）
航
空
事
故
に
対
す
る
刑
事
訴
追
の
状
況

三
）
航
空
事
故
に
お
け
る
注
意
義
務

四
）
日
本
に
お
け
る
刑
事
訴
追
の
特
徴

三

小
括

（
以
上
第
四
九
巻
第
一
号
）

第
三
章

航
空
事
故
の
刑
事
実
体
法
的
考
察

犯
罪
論
か
ら
の
視
点

一

過
失
論
に
お
け
る
現
在
の
議
論

一
）
旧
過
失
論
の
問
題
点

二
）
新
過
失
論
に
お
け
る
責
任
の
捉
え
方

三
）
航
空
事
故
に
と
っ
て
適
切
な
過
失
理
論

二

過
失
の
評
価
と
客
観
的
帰
属
論

一
）
客
観
的
帰
属
論
と
相
当
因
果
関
係
論
と
の
比
較

二
）
客
観
的
帰
属
論
の
射
程

三
）
客
観
的
帰
属
論
の
意
義

三

小
括

航
空
事
故
の
防
止
と
刑
罰

一

刑
罰
論
に
関
す
る
議
論
の
状
況

一
）
応
報
刑
論
と
目
的
刑
論

二
）
責
任
と
刑
罰

ア

責
任
の
本
質

イ

責
任
の
判
断
要
素

三
）
相
対
的
応
報
刑
論

二

相
対
的
応
報
刑
論
へ
の
反
論

一
）
応
報
を
否
定
す
る
主
張

二
）
応
報
概
念
の
曖
昧
さ

三

刑
罰
の
報
復
感
情
宥
和
機
能

四

航
空
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
者
に
刑
罰
を
科
す
こ
と
へ
の
疑
問

五

小
括

（
以
上
第
四
九
巻
第
二
号
）

日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
故
判
決
の
分
析

一

事
故
の
概
要

二

判
決
の
要
旨

一
）
第
一
審
（
無
罪
）

二
）
第
二
審
（
執
行
猶
予
付
き
有
罪
）

三
）
上
告
審
（
上
告
棄
却
）

三

検
討

一
）
評
釈
等
の
状
況

二
）
有
罪
判
決
に
対
す
る
疑
問

ア

管
制
官
Ａ
の
法
的
能
力

イ

管
制
官
Ｂ
の
行
為
と
管
制
指
示
の
拘
束
性

ア
）
予
見
可
能
性
に
つ
い
て

イ
）
因
果
関
係
の
認
定
に
つ
い
て

ウ

「
初
歩
的
な
ミ
ス
」
を
処
罰
す
る
こ
と
に
つ
い
て

四

小
括

第
四
章

航
空
事
故
の
刑
事
手
続
法
的
考
察

一

事
故
調
査
報
告
書
の
証
拠
採
用
す
る
こ
と
へ
の
疑
問

二

事
故
調
査
報
告
書
の
「
事
実
」

一
）
事
故
調
査
に
お
け
る
事
実
認
定
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日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
故
判
決
の
分
析

一

事
故
の
概
要

こ
の
事
故
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
三
十
一
日
、
静
岡
県
焼
津
市
付
近
上
空
を
高
度
三
九
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
へ
向
け
上
昇
中
の
日
本
航
空

九
〇
七
便
（
羽
田
発
那
覇
行
）
と
、
三
七
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
を
巡
航
中
の
日
本
航
空
九
五
八
便
（
韓
国
釜
山
発
成
田
行
）
が
接
近
し
、
両

機
を
管
制
し
て
い
た
管
制
官
が
使
用
し
て
い
た
レ
ー
ダ
ー
画
面
上
に
、
異
常
接
近
警
報
（
以
下
、「
Ｃ
Ｎ
Ｆ
」
と
い
う
。）
が
発
生
し
た
。

こ
の
際
、
両
機
の
管
制
を
担
当
し
て
い
た
管
制
官
Ａ
は
、
こ
の
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
九
五
八
便
に
対
し
て
降
下
の
指
示
を
出
す
べ
く

二
）
原
因
の
推
定

三
）
航
空
事
故
調
査
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
事
実
の
特
性

三

航
空
事
故
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定

一
）
刑
事
裁
判
に
お
け
る
真
実

二
）
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定

ア

一
般
的
な
議
論

イ

間
接
事
実
に
よ
る
事
実
認
定

四

事
実
認
定
の
実
際

一
）
日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
件

ア

事
故
調
査
報
告
書
に
お
け
る
事
実
認
定

イ

検
討

二
）
日
航
機
乱
高
下
事
件

ア

事
故
の
概
要

イ

第
一
審
の
事
実
認
定
構
造

ア
）
公
訴
事
実
の
要
旨

イ
）
裁
判
所
の
事
実
認
定

ウ

第
二
審
の
事
実
認
定
構
造

ア
）
検
察
官
の
主
張

イ
）
裁
判
所
の
事
実
認
定

エ

事
故
調
査
報
告
書
に
お
け
る
事
実
認
定

オ

検
討

五

航
空
事
故
調
査
報
告
書
を
証
拠
採
用
す
る
こ
と
の
事
実
認
定
上
の
問
題

点
（
小
括
）

一
）
原
因
と
さ
れ
る
事
象
の
恣
意
的
な
選
択
に
つ
い
て

二
）
報
告
書
の
多
義
性

三
）
事
実
の
推
定
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意
図
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
便
名
を
言
い
間
違
え
、
九
〇
七
便
に
対
し
て
降
下
の
指
示
を
し
た
。
こ
の
指
示
の
後
、
両
機
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
航
空
機
衝
突
防
止
装
置
（
以
下
、「
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
」
と
い
う
。）
が
作
動
し
、
九
〇
七
便
で
は
上
昇
に
よ
る
衝
突
回
避
を
指
示
す

る
警
報
（
以
下
、「
上
昇
Ｒ
Ａ
」
と
い
う
。）
が
、
九
五
八
便
で
は
降
下
に
よ
る
衝
突
回
避
を
指
示
す
る
警
報
（
以
下
、「
降
下
Ｒ
Ａ
」
と
い

う
。）が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
内
で
発
せ
ら
れ
た
。
水
平
飛
行
中
の
九
五
八
便
の
機
長
は
、
自
機
に
発
生
し
た
降
下
Ｒ
Ａ
に
従
っ
て
降
下
を
開

始
す
る
一
方
、
管
制
官
Ａ
の
指
示
に
従
っ
て
上
昇
を
中
止
し
、
降
下
を
開
始
し
て
い
た
九
〇
七
便
の
機
長
は
、
上
昇
Ｒ
Ａ
に
反
し
て
降
下

を
継
続
し
た
。
こ
の
結
果
、
両
機
は
更
に
接
近
し
た
た
め
、
九
〇
七
便
の
機
長
は
、
目
視
に
よ
り
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
自
機
を
急
激
に

降
下
さ
せ
た
。
こ
の
九
〇
七
便
機
長
が
行
っ
た
急
激
な
降
下
の
た
め
、
同
便
に
搭
乗
し
て
い
た
乗
員
乗
客
五
七
名
が
負
傷
し
た
。
当
時
、

両
機
を
管
制
し
て
い
た
管
制
官
Ａ
は
、
航
空
路
管
制
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
能
証
明
を
取
得
す
る
た
め
、
管
制
官
Ｂ
の
監
督
の
下
、

実
地
訓
練
中
で
あ
っ
た
。

事
故
発
生
後
、
管
制
官
Ａ
は
、
過
失
に
よ
り
便
名
を
取
り
違
え
て
管
制
指
示
を
発
出
し
た
た
め
に
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
が
急
接
近
し
、

九
〇
七
便
の
乗
客
ら
に
負
傷
を
負
わ
せ
た
と
し
て
業
務
上
過
失
傷
害
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

一
方
、
管
制
官
Ｂ
も
、
上
記
管
制
官
Ａ
の
実
地
訓
練
の
監
督
者
と
し
て
航
空
路
管
制
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
、
右
記
九
〇
七
便
と
九
五

八
便
の
急
接
近
の
際
に
行
わ
れ
た
、
管
制
官
Ａ
が
九
〇
七
便
に
対
し
過
っ
て
降
下
を
指
示
し
た
管
制
指
示
を
九
五
八
便
に
対
す
る
降
下
指

示
と
軽
信
し
、
当
該
管
制
指
示
を
是
正
し
な
い
ま
ま
放
置
し
た
過
失
に
よ
り
、
業
務
上
過
失
傷
害
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

二

判
決
の
要
旨

一
）
第
一
１
）

審
（
無
罪
）

検
察
官
か
ら
の
、
航
空
機
間
の
間
隔
を
確
保
す
る
管
制
方
式
基
準
上
の
義
務
が
本
件
業
務
上
過
失
傷
害
罪
に
お
け
る
注
意
義
務
で
あ
る
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と
の
主
張
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
両
者
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
最
初
に
管
制
官
Ａ
の
九
〇
七
便
に
対
す
る
降
下
指
示

が
、
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
の
接
触
・
衝
突
を
招
く
危
険
性
の
あ
る
行
為
で
あ
り
、
九
〇
七
便
の
乗
客
ら
の
負
傷
と
い
う
結
果
を
発
生
さ

せ
る
実
質
的
な
危
険
性
の
あ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
両
管
制
官
の
過
失
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
、
管
制
官
Ａ
が
便
名
を
言
い
間
違
え
た
と
い
う
こ
と
自
体
を
重
視
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
く
、
管
制
官
Ａ
の
九
〇
七
便
に

対
す
る
降
下
の
指
示
の
適
否
を
検
討
す
べ
き
と
し
た
。

関
係
証
拠
か
ら
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
発
生
し
た
直
後
に
九
五
八
便
に
対
し
て
降
下
を
指
示
し
て
い
た
場
合
は
、
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
が
水
平

面
上
で
最
も
接
近
し
た
と
き
で
も
管
制
方
式
基
準
で
定
め
ら
れ
た
管
制
間
隔
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
管
制
官
Ａ
が
便
名
を
言
い

間
違
え
、
九
〇
七
便
に
対
し
て
降
下
の
指
示
を
し
た
た
め
両
機
の
間
に
所
要
の
管
制
間
隔
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
と
認
め
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
両
機
の
機
長
が
管
制
官
Ａ
の
管
制
指
示
（
九
〇
七
便
は
三
五
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
ま
で
降
下
、
九
五
八
便
は
三
七
〇
〇
〇
フ
ィ
ー

ト
を
維
持
）
に
従
っ
て
い
た
場
合
、
両
機
が
最
も
接
近
し
た
時
点
で
、
一
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
垂
直
間
隔
が
確
保
で
き
た
と
認
め
ら
れ
、

こ
の
間
隔
は
、
接
触
・
衝
突
の
危
険
性
は
無
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
両
機
の
乗
員
が
接
触
・
衝
突
の

危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
無
理
な
操
縦
に
及
ぶ
こ
と
は
な
く
、
両
機
の
乗
客
ら
が
負
傷
す
る
可
能
性
は
無
く
、
過
失
行
為
と
さ
れ
る
管
制

官
Ａ
の
九
〇
七
便
に
対
す
る
降
下
の
指
示
に
は
、
そ
の
段
階
で
九
〇
七
便
の
乗
客
ら
の
負
傷
と
い
う
結
果
を
発
生
さ
せ
る
実
質
的
な
危
険

性
の
あ
る
行
為
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
管
制
官
Ａ
の
九
〇
七
便
に
対
す
る
降
下
指
示
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
危
険
性
の
判
断
に
お
い
て
、
管
制
官
Ａ
の
過
っ
た
管
制
指

示
の
後
に
両
機
内
で
発
生
し
た
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
警
報
と
こ
れ
に
対
す
る
両
機
長
が
と
っ
た
措
置
と
い
う
、
そ
の
後
の
事
態
を
考
慮
す
べ
き
で

は
な
い
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
管
制
官
Ａ
の
九
〇
七
便
に
対
す
る
降
下
の
指
示
は
、
業
務
上
過
失
傷
害
罪
に
お
け
る
過
失
行
為
と
し
て
の

実
質
的
危
険
性
を
有
す
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
管
制
官
Ａ
の
上
記
管
制
指
示
を
是
正
し
な
か
っ
た
管
制
官
Ｂ
の
対
応
も
、
過
失
行
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為
と
し
て
実
質
的
危
険
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
本
件
異
常
接
近
の
原
因
と
し
て
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
作
動
し
た
こ
と
の
重
要
性
を
認
め
、
そ
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
に

つ
い
て
、
①
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
警
報
は
、
管
制
指
示
と
は
無
関
係
に
航
空
機
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
械
の
独
自
の
判
２
）

断
で
発
せ
ら
れ
る
た
め
、

管
制
指
示
と
当
該
警
報
に
矛
盾
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
②
航
空
機
乗
員
か
ら
の
通
報
が
な
い
限
り
、
当
該
装
置
の
警
報
が
作
動
し

た
こ
と
を
管
制
官
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
３
）
い
こ
と
、
③
機
長
は
、
危
険
な
場
合
を
除
き
、
原
則
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
警
報
に
従
っ
て
回
避
操
作

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
九
〇
七
便
の
機
長
は
発
せ
ら
れ
た
上
昇
Ｒ
Ａ
に
反
し
て
降
下
を
継
続
し
た
こ
と
、
と
い

う
状
況
を
認
め
た
。

以
上
の
検
討
か
ら
、管
制
官
Ａ
の
九
〇
七
便
に
対
す
る
降
下
の
指
示
自
体
に
過
失
行
為
と
し
て
の
実
質
的
危
険
性
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、

ま
た
、
両
管
制
官
に
は
、
本
件
異
常
接
近
及
び
九
〇
七
便
の
乗
客
ら
の
負
傷
と
い
う
結
果
の
発
生
に
つ
き
、
予
見
可
能
性
な
い
し
予
見
義

務
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
管
制
官
Ａ
の
管
制
方
式
基
準
を
満
た
さ
な
い
九
〇
七
便
に
対
す
る
降
下
の
指
示
と
、
上
記
結
果
と
の
間

に
は
相
当
因
果
関
係
が
あ
っ
た
と
も
い
え
な
い
と
し
、
被
告
人
両
名
に
対
し
無
罪
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

二
）
第
二
４
）
審
（
執
行
猶
予
付
き
有
罪
）

原
判
決
に
お
け
る
、
管
制
方
式
基
準
上
の
義
務
と
業
務
上
過
失
致
傷
罪
に
お
け
る
刑
法
上
の
注
意
義
務
が
直
ち
に
一
致
す
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
判
断
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
管
制
官
Ａ
の
誤
っ
た
管
制
指
示
に
よ
り
九
〇
七
便
機
長
が
降
下
を
開
始
し
、
上
昇
Ｒ
Ａ
が
発
出

さ
れ
た
後
の
降
下
を
機
長
の
独
自
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
原
判
決
の
認
定
は
、
実
態
と
か
け
離
れ
た
形
式
論
で
あ
り
、
当
該
管
制
指

示
に
よ
る
一
連
の
降
下
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
、
管
制
官
Ａ
の
誤
っ
た
管
制
指
示
と
九
〇
七
便
の
乗
客
ら
の
負
傷
に
相
当
因
果

関
係
を
認
め
た
。
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ま
た
、
両
管
制
官
が
九
〇
七
便
に
降
下
指
示
を
出
し
た
時
点
で
、
九
〇
七
便
は
管
制
官
Ａ
に
よ
る
降
下
指
示
に
従
っ
て
降
下
し
た
一
方
、

九
五
八
便
で
は
、
管
制
官
Ａ
が
本
来
意
図
し
、
か
つ
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
管
制
指
示
で
あ
っ
た
降
下
指
示
と
同
じ
内
容

の
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
降
下
Ｒ
Ａ
が
発
出
さ
れ
、
同
便
は
こ
れ
に
従
っ
て
降
下
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
機
は
、
ほ
ぼ
同
高
度
を
と
も
に
降
下

し
つ
つ
相
互
に
急
接
近
し
た
。
こ
の
際
、
接
触
・
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
措
置
が
と
ら
れ
、
九
〇
七
便
の
乗
客
ら
に
負
傷
と

い
う
結
果
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
「
因
果
の
経
過
の
基
本
的
部
分
」
に
つ
い
て
の
予
見
が
可
能
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

両
管
制
官
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
表
示
さ
れ
た
本
件
当
時
、
管
制
方
式
基
準
で
定
め
ら
れ
た
管
制
間
隔
を
確
保
す
る
た
め
適
切
な
管
制
指
示
を
出

す
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
管
制
官
Ａ
が
本
来
意
図
し
て
い
た
、
九
五
八
便
を
降
下
さ
せ
る
管
制
指
示
を
出
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
状

況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
〇
七
便
を
降
下
さ
せ
、
九
〇
七
便
及
び
九
五
八
便
の
両
機
の
機
長
に
接
触
・
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
に

急
激
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
と
い
う
、
実
質
的
に
極
め
て
危
険
な
管
制
指
示
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
管
制
官
Ａ
の
九
〇
七

便
に
対
す
る
降
下
指
示
及
び
管
制
官
Ｂ
の
同
管
制
指
示
の
黙
認
は
、
明
ら
か
に
刑
法
上
の
注
意
義
務
に
違
反
す
る
と
し
た
。

ま
た
、
原
判
決
に
お
け
る
「
実
質
的
な
危
険
性
の
あ
る
行
為
」
に
関
す
る
検
討
は
、
本
件
の
具
体
的
な
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
、「
九

五
八
便
が
巡
航
を
続
け
る
こ
と
」
を
前
提
と
し
た
点
、
あ
る
い
は
、「
Ｒ
Ａ
の
発
出
と
そ
れ
に
伴
う
両
機
の
機
長
の
措
置
」
を
「
そ
の
後
の

事
態
の
流
れ
」
と
評
価
し
て
考
慮
し
な
か
っ
た
点
な
ど
で
過
っ
た
前
提
に
立
つ
も
の
と
し
、
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
、
管
制
官
Ａ
を
禁
固

一
年
、
管
制
官
Ｂ
を
禁
固
一
年
六
月
と
し
、
両
名
に
対
し
、
裁
判
確
定
の
日
か
ら
三
年
間
そ
れ
ぞ
れ
の
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
と
い
う
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

三
）
上
告
５
）

審
（
上
告
棄
却
）

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
は
、
職
権
で
以
下
の
お
と
り
判
断
し
、
被
告
人
か
ら
の
上
告
を
棄
却
す
る
決
６
）
定
を
下
し
、
被
告
人
の
有
罪
が
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確
定
し
た
。

管
制
官
Ａ
の
便
名
の
言
い
間
違
い
に
よ
る
降
下
指
示
は
危
険
な
過
失
行
為
に
は
あ
た
ら
ず
、
業
務
上
過
失
傷
害
罪
は
成
立
し
な
い
と
い

う
被
告
人
か
ら
の
主
張
に
対
し
、
①
管
制
官
Ａ
は
航
空
管
制
官
と
し
て
の
職
責
を
有
し
て
い
た
、
②
便
名
を
言
い
間
違
え
た
管
制
指
示
は

航
空
管
制
官
と
し
て
の
職
務
上
の
義
務
に
違
反
す
る
、
③
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
機
能
と
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
の
位
置
関
係
に
照
ら
せ
ば
、
言
い

間
違
い
に
よ
る
九
〇
七
便
へ
の
降
下
指
示
は
、
両
機
が
接
触
、
衝
突
す
る
な
ど
の
事
態
を
引
き
起
こ
す
高
度
の
危
険
性
を
有
し
て
い
た
、

と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
結
果
発
生
の
危
険
性
を
有
す
る
行
為
と
し
て
の
過
失
行
為
に
あ
た
る
と
す
る
と
と
も
に
、管
制
官
Ｂ
に
つ
い
て
は
、

管
制
官
Ａ
の
実
地
訓
練
の
指
導
監
督
者
と
し
て
、
言
い
間
違
い
に
よ
る
降
下
指
示
に
気
づ
か
ず
、
是
正
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
結
果
発
生

の
危
険
性
を
有
す
る
過
失
行
為
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
、
九
〇
七
便
の
機
長
が
上
昇
Ｒ
Ａ
に
反
し
て
降
下
を
継
続
し
た
こ
と
は
、
管
制
官
Ａ
の
管
制
指
示
に
大
き

く
影
響
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
因
果
関
係
を
否
定
す
る
材
料
と
は
な
ら
な
い
と
し
た
。

そ
し
て
、
両
管
制
官
と
も
、
管
制
卓
で
発
生
し
た
異
常
接
近
警
報
に
よ
り
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
が
異
常
接
近
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
言
い
間
違
い
に
よ
る
降
下
指
示
の
危
険
性
も
認
識
で
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
両
名
の
Ｔ
Ｃ
Ａ

Ｓ
に
関
す
る
知
識
を
前
提
と
す
れ
ば
、
九
五
八
便
に
対
し
て
降
下
Ｒ
Ａ
が
発
生
す
る
こ
と
も
十
分
予
見
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
結
果
、

異
常
接
近
が
発
生
し
、
両
機
の
機
長
が
接
触
、
衝
突
を
回
避
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
措
置
を
採
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
乗
客
ら
が
負

傷
す
る
こ
と
が
予
見
で
き
た
と
認
め
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
管
制
官
Ａ
の
言
い
間
違
い
に
よ
る
降
下
指
示
は
、
管
制
官
の
業
務
上
の
注
意
義
務
に
違
反
し
、
ま
た
、
管
制
官
Ｂ

が
管
制
官
Ａ
の
便
名
を
言
い
間
違
え
た
管
制
指
示
に
気
づ
か
ず
是
正
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
実
地
訓
練
監
督
者
と
し
て
の
業
務
上
の
注
意

義
務
に
違
反
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
両
名
に
対
し
て
業
務
上
過
失
傷
害
罪
が
成
立
す
る
と
し
て
、
被
告
人
か
ら
の
上
告
を
棄
却
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し
た
。

三

検
討

一
）
評
釈
等
の
状
況

本
件
事
故
の
刑
事
裁
判
に
か
か
る
判
決
評
釈
７
）
等
を
概
観
す
る
と
、
主
に
刑
事
法
の
専
門
家
は
第
二
審
判
決
及
び
最
高
裁
決
定
を
妥
当
と

す
る
一
方
で
、
非
法
律
家
は
、
こ
れ
に
否
定
的
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
解
が
相
違
す
る
結
果
と
な
っ
た
原
因
は
、
法

律
家
と
非
法
律
家
と
の
間
に
お
け
る
刑
法
の
捉
え
方
の
相
違
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
刑
法
の
専
門
家
は
、
岡
部
雅
人
が
そ
の
評
釈
の
中
で

述
べ
て
い
る
よ
う
８
）
に
、
解
釈
論
の
範
囲
で
の
検
討
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
刑
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
絶
対
的
で
あ
り
、

不
変
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
９
）
る
。
そ
し
て
、
裁
判
で
論
点
と
な
る
こ
と
に
関
す
る
議
論
を
中
心
と
し
て
、

刑
法
の
解
釈
を
用
い
て
そ
の
適
否
を
検
討
す
る
こ
と
が
主
な
作
業
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
事
件
・
事
故
の
一
部
し
か
、
そ
の
検
討
の
対
象

と
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
つ
場
合
、
本
件
事
故
の
有
罪
判
決
に
対
す
る
評
釈
は
、
乗
客
等
の
負
傷
と
い
う
法
益
侵
害
が
実

際
に
発
生
し
た
以
上
、
誰
か
に
刑
事
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
暗
に
前
提
と
さ
れ
、「
人
的
注
意
義
務
（
違
反
）
の
程

度
を
直
10
）

視
」
し
た
結
論
に
向
け
た
理
論
構
築
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
、
非
法
律
家
か
ら
の
批
判
は
、
事
故
の
再
発
防
止
の
視
点
か
ら
、
刑
法
の
規
定
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ

の
主
張
は
、「
刑
事
法
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
誤
解
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
主
張
や
非
現
実
的
な
主
張
が
存
在
す
11
）

る
」
と
い
う
よ
う
に
、
刑

事
法
の
専
門
か
ら
は
、
法
律
論
か
ら
乖
離
し
た
主
張
と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
航
空
機
運
航
シ
ス
テ
ム
研
究
会
有
志
に
よ
る
最

高
裁
判
所
決
定
に
対
す
る
コ
メ
ン
12
）

ト
に
お
い
て
、
航
空
事
故
は
複
数
の
者
が
関
与
す
る
中
で
発
生
し
て
い
る
た
め
、「
特
定
の
個
人
に
の
み

そ
の
責
任
を
求
め
る
こ
と
は
、
不
合
理
、
不
公
平
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
特
に
刑
事
裁
判
の
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
刑
罰
を
科
す
と
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い
う
意
義
を
踏
ま
え
る
と
、
法
律
学
的
に
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
非
法
律
家
か
ら
の
主
張
に
対
し
て
、
事
故
調
査
と
刑
事
責
任
追
及
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
と
い
う
議
論
の
場
で
、
刑
事

法
の
専
門
家
か
ら
、
そ
の
他
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
が
適
用
さ
れ
る
事
案
と
の
公
平
性
に
欠
け
る
と
の
反
13
）

論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
反
論
を
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
複
数
の
事
故
関
係
者
の
中
で
特
定
の
個
人
に
刑
事
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
の
合
理
性
、

つ
ま
り
、
同
一
事
故
の
関
係
者
間
に
お
け
る
責
任
分
担
の
公
平
性
に
関
す
る
論
証
も
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
刑
事
法
の
専
門
家

か
ら
の
反
論
の
背
景
に
は
、
刑
法
の
適
用
を
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
結
果
責
任
的
な
思
考
の
存
在
が
あ

り
、
こ
の
点
こ
そ
、
解
釈
論
に
依
っ
て
立
つ
議
論
の
欠
点
で
あ
る
。

こ
の
視
点
か
ら
、
本
件
事
故
に
関
す
る
裁
判
判
決
及
び
決
定
に
関
す
る
評
釈
を
み
る
と
、
土
本
武
司
の
第
二
審
判
決
の
評
14
）
釈
及
び
第
一

審
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
前
に
発
表
し
た
論
15
）
文
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
管
制
官
の
比
較
を
行
い
、
複
数
の
事
故
当
事
者
の
行
為
を
公
平
に

検
証
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
そ
こ
で
土
本
は
、
航
空
機
の
運
航
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
他
の
運
航
シ
ス
テ
ム
に
対

し
て
何
ら
介
入
・
支
配
権
能
を
有
し
て
お
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
無
答
責
と
な
る
場
合
も
あ
る
と
し
て
、
慎
重
な
対
応

の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
16
）

る
。

し
か
し
、
管
制
官
に
は
、
航
空
法
で
管
制
指
示
を
も
っ
て
航
空
機
に
対
す
る
支
配
が
認
め
ら
れ
て
い
17
）
る
も
の
の
、
そ
の
支
配
は
絶
対
的

な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
管
制
指
示
に
対
し
て
、
航
空
機
の
航
行
の
安
全
上
、
疑
義
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
是
正
を

求
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
管
制
指
示
を
是
正
す
る
い
と
ま
が
な
い
場
合
に
は
、
緊
急
避
難
的
に
そ
の
指
示
に
反
す
る
行
為
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
し
て
、
事
故
が
発
生
す
る
よ
う
な
状
況
の
場
合
、
航
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
飛
行
の
現
場
に
お
け
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
判
断
に
負
う
部
分
が
大
き
く
な
り
、
管
制
官
の
支
配
権
能
が
通
常
の
場
合
と
比
較
し
て
低
下
し
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、

本
件
事
故
の
よ
う
に
、
九
五
八
便
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
管
制
指
示
を
受
け
る
こ
と
な
く
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
に
従
っ
て
降
下
を
開
始
す
る
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こ
と
は
、
管
制
官
の
支
配
権
能
の
及
ば
な
い
状
況
と
い
え
る
。
加
え
て
、
柴
田
伊
冊
の
指
18
）

摘
に
あ
る
よ
う
に
、
管
制
指
示
を
発
出
す
る
た

め
の
判
断
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
情
報
が
断
片
的
で
あ
る
と
い
う
管
制
官
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
支
配
権

能
の
絶
対
性
に
疑
問
が
残
る
。

こ
の
意
味
で
、
管
制
官
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
も
、
土
本
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
認
め
て
い
る
と
立
場
と
同
様
に
、
支
配
権
能
の
絶
対
性
に

疑
問
が
残
る
も
の
で
あ
り
、
管
制
官
に
対
す
る
刑
事
責
任
追
及
に
は
慎
重
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
土
本
の
評
釈
は
、

解
釈
論
の
欠
点
で
あ
る
、
は
じ
め
に
有
罪
あ
り
き
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
管
制
官
に
対
す
る
検
討
を
事
故
の
全
体
を
見
て
慎
重
に
行
う
と

い
う
姿
勢
が
欠
け
て
い
る
。

二
）
有
罪
判
決
に
対
す
る
疑
問

ア

管
制
官
Ａ
の
法
的
能
力

本
件
事
故
に
お
い
て
、
便
名
を
取
り
違
え
て
管
制
指
示
を
発
出
し
た
管
制
官
Ａ
は
、
事
故
が
起
き
た
管
制
空
域
に
お
け
る
航
空
管
制
業

務
を
行
う
の
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
訓
練
中
で
あ
っ
た
。
こ
の
資
格
に
つ
い
て
、
先
に
紹
介
し
た
本
件
事
故
裁
判
に

関
す
る
評
釈
等
に
お
い
て
見
解
の
対
立
が
見
ら
れ
る
。「
ラ
イ
セ
ン
ス
」を
持
っ
て
い
る
以
上
、
本
件
事
故
が
生
じ
る
可
能
性
を
予
見
す
る

能
力
を
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
一
方
で
、
管
制
官
Ａ
に
は
、
当
該
空
域
の
管
制
を
行
う
法
的
資
格
を
有
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
当
該
行
為
を
行
う
能
力
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
無
罪
と
す
べ
き
と
の
主
19
）

張
が
そ
れ
で
あ
る
。

航
空
管
制
を
行
う
た
め
に
は
、
一
般
的
な
航
空
管
制
官
と
し
て
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
他
に
、
担
当
す
る
業
務
に
応
じ
た
業
務
範
囲
の
指
定

を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
当
該
航
空
管
制
業
務
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
20
）

い
。
従
っ
て
、
航
空
管
制
官
と
し
て
の
共
通
ラ
イ
セ
ン
ス
を
有
し

て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
指
定
さ
れ
た
範
囲
以
外
の
管
制
業
務
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
を
有
し
て
い
な
い
と
み
な
さ
れ
る
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の
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
あ
る
資
格
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
該
業
務
を
行
う
た
め
の
一
定
の
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
航
空
管
制
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
業
務
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
免
許
で
あ
り
、
当
該
範
囲
以

外
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
無
資
格
者
」
と
同
等
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
件
事
故
の
管
制
官
Ａ
の
場
合
、
業
務
範
囲

に
事
故
が
発
生
し
た
空
域
の
航
空
管
制
は
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
空
域
を
管
制
す
る
た
め
の
法
的
資
格
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
訓
練
中
と
は
い
え
、
管
制
官
Ａ
が
実
際
に
飛
行
し
て
い
る
航
空
機
に
対
し
て
管
制
指
示
を
発
出
21
）
し
、
そ
の
管
制
指
示
に
従
っ

て
航
空
機
は
飛
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
管
制
指
示
は
法
的
に
有
効
な
管
制
指
示
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
は
、
正
当

に
管
制
指
示
を
発
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
、
法
的
に
正
当
な
指
示
を
行
う
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
本
件
事
故
の
場
合
、
管

制
官
Ａ
は
管
制
官
Ｂ
監
督
の
下
で
の
訓
練
中
で
あ
り
、
そ
の
訓
練
に
関
し
、
東
京
航
空
交
通
管
制
部
の
内
22
）
規
に
よ
っ
て
、「
監
督
者
は
、
技

能
証
明
未
取
得
者
に
対
し
て
全
面
的
な
責
任
を
も
っ
て
訓
練
を
実
施
す
23
）

る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
管
制
官
Ａ
が
法
的
資
格
を

有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
、
法
的
に
正
当
に
発
出
し
た
管
制
指
示
は
、
管
制
官
Ｂ
の
責
任
に
お
い
て
発
出
さ
れ
た
管
制
指
示
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
管
制
官
Ｂ
の
法
的
人
格
に
よ
っ
て
、
管
制
官
Ａ
は
管
制
指
示
を
発
出
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
管
制
官
Ａ
が

発
出
し
た
管
制
指
示
に
関
す
る
法
的
責
任
は
、
管
制
官
Ｂ
が
負
う
と
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

犯
罪
論
の
見
地
か
ら
こ
の
事
情
を
検
討
す
る
と
、
こ
の
管
制
官
Ａ
が
、
便
名
を
取
り
違
え
た
管
制
指
示
を
発
出
し
た
と
い
う
客
観
的
事

実
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
管
制
官
Ａ
は
、
管
制
指
示
と
い
う
法
的
行
為
を
行
う
た
め
の
能
力
を
客
観
的
に
示
す
技
能
証
明
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
航
空
管
制
業
務
を
行
う
能
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
仮
に
便
名
を
取

り
違
え
た
管
制
指
示
に
実
質
的
な
危
険
が
認
め
ら
れ
、
便
名
を
取
り
違
え
た
管
制
指
示
と
、
九
〇
七
便
の
乗
客
の
負
傷
と
の
間
に
因
果
関
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係
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
管
制
官
Ａ
の
行
為
と
し
て
の
管
制
指
示
の
発
出
は
、
法
的
に
は
管
制
官
Ｂ
が
発
出
し
た
も
の
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
に
お
け
る
管
制
官
Ａ
の
行
為
は
、
主
観
的
な
能
力
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
、
先
に
検
証
し
た

井
田
の
見
解
に
従
い
、
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
事
例
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
24
）

り
、
管
制
官
Ａ
は
本
件
裁
判
に
お
い
て
無
罪
と
す
べ
き
で

あ
る
。

イ

管
制
官
Ｂ
の
行
為
と
管
制
指
示
の
拘
束
性

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
管
制
官
Ａ
は
、
管
制
官
Ｂ
の
法
的
人
格
に
よ
っ
て
管
制
指
示
を
発
出
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の

場
合
、
管
制
官
Ｂ
の
立
場
は
、
管
制
官
Ａ
の
訓
練
を
監
督
す
る
立
場
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
問
わ
れ
る
過
失
が
、
外
見
的
に
監
督
過
失

と
理
解
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
通
常
、
監
督
過
失
が
問
題
と
な
る
事
案
は
、
被
監
督
者
も
当
該
業
務
を
遂
行
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
よ
う
に
、
被
監
督
者
が
業
務
遂
行
能
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
と
は
異
な
る
。
そ
し
て
、
訓
練
者
の
行
為
が
、

監
督
者
の
法
的
人
格
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
訓
練
実
施
者
と
訓
練
監
督
者
の
関
係
は
、
刑
法
理
論
上
の
監
督
過

失
の
概
念
が
適
用
さ
れ
る
関
係
に
は
あ
た
ら
ず
、
む
し
ろ
、
管
制
官
Ｂ
の
単
独
の
行
為
と
解
す
べ
き
事
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
に

立
て
ば
、
管
制
官
Ｂ
を
有
罪
と
す
る
た
め
に
は
、
本
件
判
決
で
行
わ
れ
て
い
る
管
制
官
Ａ
に
関
し
て
行
わ
れ
た
過
失
の
評
価
を
管
制
官
Ｂ

に
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
詳
細
を
検
討
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
。

ア
）
予
見
可
能
性
に
つ
い
て

予
見
可
能
性
の
検
討
の
際
、「
因
果
の
経
過
の
基
本
的
部
分
」の
予
見
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
の
予
見
可
能
性
を
認
め

る
手
法
は
、
曲
田
統
が
そ
の
評
25
）

釈
で
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
、「
因
果
の
経
過
の
基
本
的
部
分
」の
具
体
的
内
容
を
措
定
す
る
た
め
の
統
一

的
な
基
準
が
存
在
し
な
い
。
過
失
の
評
価
を
行
う
場
合
、
個
別
の
事
情
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
統
一
的
な
基
準
の
不
在
は
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や
む
を
得
な
い
側
面
を
有
す
る
。
刑
罰
を
科
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
公
平
で
厳
格
な
判
断
を
下
す
た
め
に
は
、「
因

果
の
経
過
の
基
本
的
部
分
」
を
措
定
す
る
一
定
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
評
価
方
法
は
、
過
失
犯

の
特
性
か
ら
判
例
・
通
説
の
予
見
判
断
方
式
よ
り
も
緩
や
か
な
判
断
方
式
と
な
26
）

る
た
め
、
公
平
性
及
び
厳
格
性
を
満
足
す
る
一
般
化
さ
れ

た
基
準
を
作
成
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

本
件
事
故
の
第
二
審
判
決
で
は
、
便
名
を
取
り
違
え
た
管
制
指
示
に
よ
り
、
乗
客
の
負
傷
を
生
じ
さ
せ
た
九
〇
七
便
の
急
激
な
回
避
操

作
に
関
す
る
予
見
可
能
性
を
認
め
る
た
め
、
管
制
指
示
か
ら
同
便
の
回
避
操
作
の
発
生
ま
で
に
生
起
し
た
諸
事
象
を
「
因
果
の
経
過
の
基

本
的
部
分
」
と
し
て
措
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
予
見
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
な
回
避
操
作
の
予
見
可
能
性
を

認
め
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
曲
田
や
岡
部
は
、
緩
や
か
な
判
断
基
準
で
あ
る
も
の
の
、
被
告
人
両
名
が
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
に

Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
そ
の
回
避
警
報
の
働
き
に
関
す
る
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
、
①
当
時
の
状
況
下
で
Ｔ

Ｃ
Ａ
Ｓ
が
作
動
す
る
こ
と
、
②
九
五
八
便
に
降
下
の
回
避
警
報
が
発
出
さ
れ
、
九
五
八
便
の
機
長
が
そ
れ
に
従
っ
て
降
下
を
す
る
こ
と
、

③
九
〇
七
便
が
便
名
を
取
り
違
え
た
管
制
指
示
に
従
っ
て
降
下
す
る
こ
と
、
④
そ
の
結
果
、
両
機
が
異
常
接
近
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
内
容
が
具
体
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
判
断
は
妥
当
で
あ
る
と
し
て
い
27
）

る
。

実
際
の
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
作
動
は
、
航
空
機
間
で
、
あ
る
瞬
間
の
高
度
、
高
度
の
変
化
率
、
航
空
機
の
速
度
な
ど
の
大
量
の
デ
ー
タ
ー
を
相

互
に
交
換
し
、
そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
将
来
の
予
測
位
置
を
計
算
し
、
そ
の
位
置
が
自
機
か
ら
の
一
定
の
範
囲
内
に
入
る
と
警
報
を
発

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
計
算
は
、
少
し
で
も
デ
ー
タ
ー
に
変
化
が
生
じ
る
と
異
な
る
結
果
と
な
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
に
加
え
、
交
換
さ
れ
る
デ
ー
タ
が
断
片
的
と
な
る
た
め
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
計
算
す
る
相
手
航
空
機
の
位
置
の
誤
差
が
生
じ
る
場
合
も
あ

る
。
こ
の
た
め
、
同
じ
状
況
を
設
定
し
た
と
し
て
も
、
実
際
に
は
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
作
動
が
常
に
同
一
の
作
動
を
す
る
と
は
言
え
な
い
。
管
制

官
が
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
概
要
程
度
の
知
識
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
作
動
機
序
を
踏
ま
え
た
予
見
可
能
性
を
認
め
る
こ
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と
は
、
不
合
理
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
判
決
の
よ
う
に
階
層
的
に
予
見
可
能
性
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
終
的
な
結
果
の
予
見
可
能
性
を
認
め
る
手
法
は
、
一
般
人

に
お
い
て
認
識
が
十
分
可
能
な
中
間
項
の
決
定
が
必
要
と
な
28
）

る
。
し
か
し
、
③
の
予
見
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
そ
の
前
段
階
で
検
討

し
て
い
る
九
五
八
便
が
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
警
報
に
従
っ
て
降
下
を
開
始
す
る
こ
と
を
予
見
可
能
と
認
め
る
こ
と
と
論
理
的
に
矛
盾
が
生
じ
る
。

こ
の
矛
盾
と
は
、
九
五
八
便
の
機
長
が
管
制
指
示
を
守
ら
ず
に
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
警
報
に
従
う
こ
と
の
予
見
可
能
性
を
求
め
る
一
方
で
、
九
〇

七
便
の
機
長
が
管
制
指
示
を
守
る
こ
と
の
予
見
可
能
性
を
求
め
て
い
る
と
い
う
、
管
制
指
示
の
拘
束
性
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。
こ
の
九

〇
七
便
機
長
の
判
断
は
、
管
制
官
Ａ
の
便
名
を
取
り
違
え
た
降
下
指
示
だ
け
に
依
拠
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
い
く
ら
そ
の
影
響
が
大
き

い
と
は
い
え
、
そ
の
他
の
要
因
を
含
め
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
ど
の
よ
う
に
機
長
の
判

断
に
作
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
断
片
的
な
情
報
に
基
づ
い
て
予
見
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
な
管
制
官
な
ら
ば
十
分
認
識
可
能
で
あ
る
と

は
い
え
ず
、
中
間
項
と
し
て
設
定
す
る
事
象
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
。

更
に
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
が
作
動
し
た
場
合
の
管
制
指
示
に
関
す
る
法
的
位
置
づ
け
か
ら
も
、
九
〇
七
便
に
対
す
る
降
下
指
示
と
当

該
回
避
警
報
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
態
を
関
連
づ
け
る
こ
と
の
問
題
を
指
摘
で
き
る
。
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
が
運
航
中
に
作
動
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
管
制
指
示
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
速
や
か
に
回
避
操
作
が
必
要
と
す
る
状
態
が
生
起
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
故
発

生
当
時
の
規
定
に
従
え
ば
、
当
該
警
報
に
従
う
か
否
か
の
最
終
的
な
判
断
は
機
長
に
任
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避

警
報
が
発
出
さ
れ
た
時
点
で
、
そ
れ
ま
で
受
け
て
い
た
管
制
指
示
へ
機
長
が
従
う
義
務
は
一
時
的
に
免
29
）

除
さ
れ
、
そ
の
後
の
行
為
は
、
機

長
独
自
の
判
断
で
行
う
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
更
に
航
空
法
第
七
十
五
条
で
「
機
長
は
、
航
空
機
の
航
行
中
、
そ
の
航
空
機
に

急
迫
し
た
危
難
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
旅
客
の
救
助
及
び
地
上
又
は
水
上
の
人
又
は
物
件
に
対
す
る
危
難
の
防
止
に
必
要
な
手
段
を
尽
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
の
作
動
は
、
空
中
衝
突
と
い
う
「
急
迫
し
た
危
難
が
生
じ
た
」
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状
態
を
回
避
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
当
該
警
報
が
作
動
し
た
時
点
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
そ

れ
ま
で
の
管
制
指
示
の
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
、
危
険
回
避
の
た
め
の
行
為
を
独
自
の
判
断
で
行
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
が
作
動
し
た
後
、
そ
の
危
険
な
状
況
が
回
避
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
法
的
に
管
制
指
示
が
効
力
を
失
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
本
件
事
故
の
具
体
的
状
況
に
お
い
て
、
九
〇
七
便
の
機
長
の
行
為
と
誤
っ
た
管
制
指
示
の
関
係
は
途
切
れ
る
こ
と
と
な
る
。
Ｔ

Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
の
こ
の
よ
う
な
法
的
位
置
づ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
警
報
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
態
と
管
制
指
示
の
関
係
を
認
め

た
高
裁
及
び
最
高
裁
の
判
断
は
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
に
基
づ
く
航
空
機
の
操
縦
に
関
す
る
法
的
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
妥
当

性
に
疑
問
が
生
じ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
被
告
人
に
対
し
て
過
失
を
認
め
た
第
二
審
判
決
及
び
最
高
裁
決
定
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
予
見
可
能
性
を
認
め
る
理

論
は
、「
因
果
の
経
過
の
基
本
的
部
分
」の
予
見
可
能
性
の
判
断
に
お
い
て
、
両
管
制
官
が
有
し
て
い
た
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
概
要
的
な
知

識
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
知
識
が
、
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
の
操
縦
席
内
で
発
せ
ら
れ
た
具
体
的
な
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
警
報
を
予

見
す
る
に
は
不
十
分
な
知
識
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
知
識
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
本
件
事
故
の
状
況
を
十
分
予
見
可
能
で
あ
る
と

し
て
い
る
裁
判
所
の
判
断
は
、
当
該
知
識
を
過
大
評
価
し
て
い
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
が
作
動
し
た
状
態
の
法
的
位
置
づ
け
の
検
討
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
そ
の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
証
を
総
合
す
る
と
、
管
制
官
Ａ
の
法
的
人
格
で
あ
っ
た
管
制
官
Ｂ
に
と
っ
て
、
九
〇
七
便
の
機
長
が
と
っ
た
行
動
を
予
見
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
該
行
為
は
誤
っ
た
管
制
指
示
の
影
響
下
に
も
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
便
名

を
取
り
違
え
た
降
下
指
示
か
ら
、
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
が
急
接
近
す
る
こ
と
、
及
び
、
九
〇
七
便
の
乗
客
ら
の
負
傷
す
る
可
能
性
を
予

見
で
き
た
と
認
め
た
第
二
審
及
び
上
告
審
の
判
断
は
、
妥
当
と
は
言
え
な
い
。

北研49(3・ )150 672

論 説



イ
）
因
果
関
係
の
認
定
に
つ
い
て

相
当
因
果
関
係
論
に
立
脚
す
る
立
論
は
、
本
件
第
二
審
で
採
用
さ
れ
た
「
因
果
経
過
の
基
本
部
分
」
と
い
う
曖
昧
な
概
念
を
必
要
と
す

る
た
め
、
曲
田
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
、
判
例
と
し
て
の
統
一
的
な
基
準
を
作
り
出
す
こ
と
を
困
難
と
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
過
失

犯
を
認
定
す
る
場
合
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
応
じ
た
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
相
当
因
果
関
係
論
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
あ
り
、
別
30
）
稿
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
客
観
的
帰
属
論
に
基
づ
く
こ
と
で
、
因
果
関
係
の
判
断
に
関
係
す
る
事
象
の
範
囲
を

危
険
創
出
と
い
う
視
点
か
ら
の
安
定
的
な
判
断
が
実
現
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
件
事
故
の
便
名
を
取
り
違
え
た
管
制
指
示
と
、
乗
客
ら
の
負
傷
を
生
じ
さ
せ
た
九
〇
七
便
機
長
に
よ
る
衝
突
回
避
の
た
め
の

急
激
な
回
避
操
作
と
の
間
の
因
果
関
係
の
判
断
に
お
い
て
、
当
該
機
長
が
と
っ
た
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
に
反
し
て
降
下
を
継
続
し
た

こ
と
は
異
常
な
介
在
事
情
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
裁
判
決
な
ど
が
、
九
〇
七
便
の
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
へ
の
対
応
を

誤
っ
た
降
下
指
示
と
関
係
づ
け
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
行
っ
た
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
の
航
空
法
上
の
意
義
に
関
す
る
検
討
結
果
を
踏
ま

え
る
と
、
適
切
な
論
証
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
一
審
が
採
っ
た
手
法
と
は
異
な
る
も
の
の
、
便
名
を
取
り
違
え
た
管

制
指
示
の
後
に
、
双
方
の
航
空
機
に
生
じ
た
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
は
、
一
種
の
緊
急
状
態
が
発
生
し
た
と
解
し
、
そ
の
後
の
九
〇
七
便

の
機
長
が
と
っ
た
行
動
を
含
め
、
異
常
な
事
態
の
介
在
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
り
、
便
名
を
取
り
違
え
た
管
制
指
示
と
二
機
の
航
空
機

の
接
近
と
の
因
果
関
係
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

ウ

「
初
歩
的
な
ミ
ス
」
を
処
罰
す
る
こ
と
に
つ
い
て

本
件
事
故
の
高
裁
判
決
及
び
最
高
裁
決
定
は
、
管
制
官
Ａ
の
便
名
の
言
い
間
違
い
な
ど
を
「
初
歩
的
な
ミ
ス
」
と
断
じ
て
、
処
罰
す
る

こ
と
を
正
当
化
し
て
い
る
。
こ
の
「
初
歩
的
な
ミ
ス
」
と
い
う
非
難
は
、
本
件
事
故
判
決
文
及
び
関
連
評
釈
の
趣
旨
か
ら
、
有
罪
と
す
る
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理
由
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
「
初
歩
的
な
ミ
ス
」
あ
る
い
は
「
単
純
な
ミ
ス
」
と
は
、「
重
大
な
過
失
」
を
意
味
す
る
の

が
刑
法
解
釈
上
の
理
解
で
あ
る
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
31
）
う
。
こ
の
よ
う
な
法
解
釈
上
の
意
味
に
対
し
て
、
航
空
専
門
家
な
ど
は
必
ず
し
も
、

そ
の
よ
う
な
理
解
を
し
て
い
な
32
）

い
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
の
観
点
か
ら
は
、「
初
歩
的
な
ミ
ス
」
は
決
し
て
特
殊
な
ミ
ス
で
は
な
く
、
人

間
な
ら
誰
で
も
犯
す
ミ
ス
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
人
間
が
犯
す
ミ
ス
は
、「
初
歩
的
か
専
門
的
か
ど
う
か
な
ど
と
い
う
ラ
ン
ク
づ
け
は
で

き
な
い
」
も
の
と
す
る
の
が
安
全
論
の
専
門
家
の
間
で
は
常
識
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
33
）
る
。
言
い
間
違
い
の
よ
う
な
ミ
ス
は
、
本
人
の
意
志

と
は
無
関
係
に
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
で
あ
る
以
上
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
に
検
討
し
た
刑
罰
の
意
義
を
踏
ま

え
る
と
、
事
故
の
再
発
防
止
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
処
罰
し
て
も
そ
の
効
果
は
限
定
的
で
一
時
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。こ

の
よ
う
に
、「
初
歩
的
ミ
ス
」と
い
う
表
現
は
、
刑
法
の
専
門
家
と
そ
れ
以
外
の
人
で
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
と
が
大
き
く
異
な
る
。

こ
の
た
め
、
非
法
律
家
の
間
で
は
、
判
決
に
お
い
て
「
初
歩
的
な
ミ
ス
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
罪
を
認
め
る
こ
と
に
対
す
る
違
和
感
が

生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
初
歩
的
な
ミ
ス
」の
人
間
工
学
上
の
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
を
理
由
に
刑
罰
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
正
当

化
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
刑
罰
の
目
的
を
踏
ま
え
た
合
理
的
な
論
証
を
行
う
こ
と
が
、
刑
事
法
の
専
門
家
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る
。

四

小
括

以
上
、
ニ
ア
ミ
ス
事
故
に
関
す
る
判
決
及
び
そ
の
評
釈
の
検
討
を
通
じ
て
、
航
空
事
故
に
対
し
て
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
の
問
題

を
検
討
し
た
。
こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
航
空
事
故
の
よ
う
に
複
雑
な
事
情
が
混
在
す
る
状
況
で
は
、
犯
罪
を
認
定
す
る
た
め
必
要
な
予
見

可
能
性
及
び
因
果
関
係
の
認
定
に
お
い
て
、
従
来
の
解
釈
論
の
見
解
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
刑
法
解
釈
論
か
ら
の
検
討
は
、
構
成
要
件
、
違
法
性
、
責
任
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
行
う
た
め
、
航
空
機
の
操
縦
に
携
わ
る
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者
か
ら
見
て
、
有
罪
を
認
定
す
る
た
め
に
、
や
や
強
引
な
理
由
付
け
を
行
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
こ
と
を
否
め
な
い
。
特
に
、
本
件
事
故

第
二
審
判
決
に
お
け
る
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
作
動
に
関
す
る
予
見
可
能
性
を
認
め
る
理
由
に
お
い
て
、
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
強
引
な
理
由

付
け
は
、
解
釈
論
に
お
け
る
視
点
の
狭
さ
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
次
章
に
お
い
て
検
討
す
る
が
、
刑
事
裁
判

は
検
察
官
と
被
告
人
か
ら
の
双
方
の
主
張
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
場
で
あ
る
た
め
、
裁
判
で
の
争
点
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
犯
罪
を

成
立
さ
せ
る
た
め
の
要
素
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
否
定
す
る
た
め
の
要
素
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
官
が
行
う
評
価
は
、
当
然
、
そ

の
範
囲
が
法
廷
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
項
目
に
限
定
さ
れ
る
。
解
釈
論
の
主
な
役
割
は
、
こ
の
裁
判
官
の
評
価
、
つ
ま
り
、
判
決
に
お
け

る
理
論
の
妥
当
性
を
議
論
が
中
心
と
な
る
の
で
、
必
然
的
に
検
討
対
象
は
限
定
的
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
持
つ
解
釈
論
で

は
、
事
件
・
事
故
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
一
部
の
事
象
し
か
検
討
の
俎
上
に
上
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
非
法
律
家
と
比
較
し
て
、
検

討
範
囲
が
狭
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

た
と
え
ば
、
本
件
事
故
の
裁
判
で
は
、
被
告
人
の
一
人
が
業
務
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
訓
練
中
で
あ
っ

た
と
い
う
事
情
は
、
量
刑
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
た
管
制
官
が
被
告
人
と
な

る
場
合
、
当
該
資
格
の
持
つ
法
的
意
義
を
前
提
と
し
て
、
過
失
の
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
と
さ
れ

る
法
的
資
格
の
有
無
は
、
当
然
、
当
該
業
務
を
行
う
能
力
の
有
無
を
公
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
過
失
の
評
価
を
行
う
際
に
、
結
果

発
生
の
予
見
可
能
性
、
及
び
結
果
回
避
可
能
性
等
の
認
定
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
本
件
事
故
の
場
合
、
航
空
管
制
に

必
要
な
資
格
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
前
提
に
被
告
人
の
注
意
義
務
の
内
容
を
検
討
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
な
い
判
決
は
、
注
意
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
に
基
づ
い
た
判
決
と
は
言
い
難
い
。

更
に
、業
務
に
必
要
な
資
格
を
有
し
て
い
な
い
訓
練
中
の
管
制
官
に
よ
る
便
名
を
取
り
違
え
た
管
制
指
示
を
根
拠
に
処
罰
す
る
こ
と
は
、

当
該
資
格
を
定
め
る
法
制
度
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
本
来
、
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
資
格
を
有
し
て
い
な
け
れ
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ば
当
該
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
、法
的
な
資
格
の
な
い
者
が
行
っ
た
当
該
業
務
を
有
資
格
者
と
同
等
に
処
罰
す
る
こ
と
は
、

必
要
な
資
格
を
持
た
ず
に
行
っ
た
行
為
を
法
的
に
正
当
な
行
為
と
し
て
裁
判
所
が
間
接
的
に
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
法
的
根
拠

を
持
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
資
格
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
資
格
制
度
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
に
等
し
い
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
も
、
本
件
事
故
の
有
罪
判
決
の
正
当
性
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
本
稿
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
被
告
人
や
関
係
者
の
行
為
を
規
制
す
る
根
拠
と
な
る
航
空
法
の
視
点
か
ら
の
検
討
が
不
足

し
て
い
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
本
件
事
故
の
両
被
告
人
と
も
無
罪
と
す
る
の
が
妥
当
な
判
断
と
言

え
よ
う
。
以
前
、
別
34
）
稿
に
お
い
て
、
客
観
的
帰
属
論
の
視
点
か
ら
、
管
制
官
Ｂ
に
つ
い
て
は
有
罪
と
す
る
の
が
妥
当
と
の
結
論
を
導
い
た
。

そ
こ
で
の
検
討
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
本
稿
で
指
摘
し
て
い
る
解
釈
論
の
狭
さ
か
ら
生
じ
た
検
討
結
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
知
識
に
対
す
る
過
大
な
評
価
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
回
避
警
報
が
生
じ
た
際
の
管
制
指
示
の
拘
束
性
に

対
す
る
疑
問
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
両
管
制
官
と
も
無
罪
と
す
る
の
が
妥
当
な
判
断
と
言
え
る
。

一
方
、
本
稿
で
紹
介
し
た
評
釈
等
の
比
較
か
ら
も
、
こ
の
問
題
の
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
刑
法
の
専
門
家
と
非
専
門
家
の
間
の
対
立
の

内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
事
故
を
、
刑
法
解
釈
の
よ
う
に
比
較
的
限
定
さ
れ
た
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
と
、
人
間
工
学

の
よ
う
に
比
較
的
広
範
囲
な
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
所
論
に
お
い
て
、
一
部
の
事
故
当
事

者
に
刑
事
責
任
が
集
中
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
過
失
事
故
と
の
公
平
性
の
維
持
な
ど
の
論
点
が
浮
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の

対
立
は
、
過
失
を
犯
罪
と
す
る
か
否
か
と
い
う
、
刑
法
上
の
根
本
的
な
問
題
で
の
対
立
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
解
釈
論

を
中
心
と
し
た
議
論
の
よ
う
に
各
論
的
な
範
囲
で
の
議
論
で
は
、
結
論
に
至
る
の
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
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注１
）

東
京
地
裁
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
判
決
（
判
例
時
報
二
〇
〇
八
号
一
五
一
頁
）。

２
）

関
係
す
る
航
空
機
間
で
、
双
方
の
高
度
及
び
そ
の
変
化
を
自
動
的
に
送
受
信
し
、
そ
の
情
報
を
航
空
機
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
双
方
の
将

来
の
航
空
機
位
置
を
計
算
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
航
空
機
の
接
近
・
衝
突
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
回
避
す
べ
き
方
向
を
警
報
と
し
て
発
す
る
。
こ
の
回
避

す
べ
き
方
向
は
、
関
係
航
空
機
間
で
自
動
的
に
伝
達
さ
れ
て
い
る
た
め
、
２
機
の
航
空
機
が
同
じ
方
向
に
回
避
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
警
報
が
発
せ
ら
れ

る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
完
全
に
自
動
化
さ
れ
計
器
表
示
も
な
い
た
め
、
警
報
が
発
せ
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
そ
れ
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
同
様
に
、
管
制
機
関
も
そ
れ
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
）

現
在
で
は
、
航
空
機
に
回
避
警
報
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
、
地
上
の
管
制
官
に
自
動
的
に
伝
達
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

４
）

東
京
高
裁
平
成
二
十
年
四
月
十
一
日
判
決
（
判
例
時
報
二
〇
〇
八
号
一
三
三
頁
）。

５
）

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
決
定
。

６
）

本
決
定
に
は
、
一
名
の
補
足
意
見
及
び
一
名
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。

補
足
意
見
で
は
、
両
管
制
官
の
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
知
識
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
九
〇
七
便
と
九
五
八
便
の
双
方
に
発
せ
ら
れ
る
Ｒ
Ａ
の
内
容
は
当
然
予
見

で
き
る
と
と
も
に
、
航
空
管
制
官
と
し
て
緊
張
感
を
も
っ
て
、
意
識
を
集
中
し
て
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、
起
こ
り
え
な
か
っ
た
事
態
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
管
制
官
Ａ
に
つ
い
て
、
訓
練
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
過
ち
が
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
管
制
官
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
を
事

故
に
結
び
つ
け
内
容
に
す
る
シ
ス
テ
ム
の
工
夫
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
本
件
の
場
合
、
こ
れ
は
情
状
と
し
て
考
慮
す
る
に
と
ど

ま
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
刑
事
責
任
を
問
わ
な
い
こ
と
が
、
事
故
調
査
を
有
効
に
機
能
さ
せ
、
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
向
上
に
資
す
る
と
い

う
主
張
は
、
政
策
論
・
立
法
論
と
し
て
も
、
現
代
社
会
に
お
け
る
国
民
の
常
識
に
適
う
も
の
と
は
考
え
難
く
、
相
当
で
な
い
と
し
た
。

他
方
、
反
対
意
見
は
、
事
故
当
時
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
が
い
つ
、
い
か
な
る
Ｒ
Ａ
を
発
生
す
る
か
に
つ
い
て
具
体
的
な
情
報
が
航
空
管
制
官
に
提
供
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
機
能
の
概
要
等
を
知
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
両
管
制
官
が
、
両
機
の
Ｒ
Ａ
発
生
は
予
見
で
き

た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
生
じ
た
Ｒ
Ａ
に
反
す
る
九
〇
七
便
の
機
長
の
操
縦
は
、
両
管
制
官
に
と
っ
て
異
常
な
事
態
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
両
人
に
過

失
犯
と
し
て
の
処
罰
を
基
礎
づ
け
る
ほ
ど
の
予
見
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
〇
七
便
の
機
長
が
上
昇
Ｒ
Ａ
に
反
し
て
降

下
し
た
の
は
、
自
身
の
判
断
と
、
そ
の
機
長
に
対
す
る
Ｒ
Ａ
に
対
す
る
教
育
・
訓
練
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
因
果
関
係
の
評
価
に
お
い
て
異
常

な
介
在
事
情
と
す
る
の
が
相
当
で
、
降
下
指
示
と
ニ
ア
ミ
ス
と
の
間
に
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
ず
、
以
上
の
検
討
か
ら
過
失
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い

と
し
て
い
る
。
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７
）

本
件
事
故
裁
判
の
第
一
審
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
米
倉
勉
「
Ｊ
Ｌ
９
０
７
便
ニ
ア
ミ
ス
事
件
無
罪
判
決
に
つ
い
て
」（
季
刊
刑
事
弁
護
第
四
九
号
（
二
〇

〇
七
）、
一
七
九
｜
一
八
二
頁
）
及
び
飯
島
哲
生
「
日
本
航
空
ニ
ア
ミ
ス
事
件
に
お
け
る
東
京
地
裁
判
決
」（
平
成
法
政
研
究
第
一
一
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
七
）、

一
｜
五
〇
頁
）、
同
第
二
審
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
土
本
武
司
「
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
刑
事
過
失
責
任
の
問
い
方
・
そ
の
二
」（
判
例
時
報
一
九
七
一
号
、

一
六
四
｜
一
六
九
頁
）、
同
「
航
空
機
事
故
と
管
制
ミ
ス
」（
判
例
時
報
二
〇
二
四
号
、
一
九
六
｜
二
〇
二
頁
）、
曲
田
統
「
日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
件
控
訴
審
判

決
に
つ
い
て
」（
法
學
新
報
第
一
一
六
巻
一
・
二
号
（
二
〇
〇
九
）、
一
三
七
｜
一
六
〇
頁
）、
岡
部
雅
人
「
航
空
機
事
故
と
航
空
管
制
官
の
過
失
」（
姫
路
法

学
第
五
〇
号
（
二
〇
〇
九
）、
二
三
八
｜
二
五
五
頁
）
及
び
飯
島
哲
生
「
日
本
航
空
ニ
ア
ミ
ス
事
件
」（
平
成
法
政
研
究
第
一
四
巻
第
二
号
（
二
〇
一
〇
）、
一
｜

二
二
頁
）、
同
上
告
審
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
門
田
成
人
「
航
空
機
事
故
と
刑
事
過
失
責
任
」（
法
学
セ
ミ
ナ
ーN

o
.674

（
二
〇
一
一
）、
一
二
九
頁
）、
北

川
佳
世
子
「
過
失
犯
を
巡
る
最
近
の
最
高
裁
判
例
に
つ
い
て
」（
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ルv

o
l.28

（
二
〇
一
一
）、
三
｜
一
〇
頁
）、
航
空
機
運
航
シ
ス
テ
ム
研
究

会
有
志「
日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
故
の
最
高
裁
決
定
に
関
す
る
見
解
」（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
十
五
日
、http

: //w
w
w
.tfo
ssg
.co
m
/p
g
33.h
tm
l

）、
鈴
木
博
康

「
日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
故
と
刑
事
司
法
」（
九
州
国
際
大
学
法
学
会
法
学
論
集
第
一
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
二
）
二
五
三
｜
二
七
七
頁
）、
曲
田
統
「
過
失
反
論

に
お
け
る
実
行
行
為
性
／
予
見
可
能
性
の
問
題
」（『
理
論
刑
法
学
の
探
究
⑤
』（
成
文
堂
二
〇
一
二
）、
三
三
｜
六
六
頁
）、
佐
久
間
修「
過
失
犯
の
所
在
と
競

合
｜

実
行
行
為
と
因
果
関
係
」（
警
察
學
論
集
第
六
五
巻
第
五
号
（
二
〇
一
二
）、
一
二
九
｜
一
五
五
頁
）、
前
田
雅
英
「
事
故
調
査
と
過
失
責
任
」（
警
察

學
論
集
第
六
四
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
）、
一
三
六
｜
一
五
四
頁
）
及
び
西
野
吾
一
「
航
行
中
の
航
空
機
同
士
の
異
常
接
近
事
故
に
つ
い
て
、
便
名
を
言
い
間

違
え
て
降
下
の
管
制
指
示
を
し
た
実
地
訓
練
中
の
航
空
管
制
官
及
び
こ
れ
を
是
正
し
な
か
っ
た
指
導
監
督
者
で
あ
る
航
空
管
制
官
の
両
名
に
業
務
上
過
失
傷

害
罪
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例
」（
ジ
ュ
リ
ス
トN

o
.1443

（
二
〇
一
二
）、
九
四
｜
九
六
頁
）な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
、
本
件
事
故
に
関
す
る
論
考
と
し
て
、

土
本
武
司
「
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
刑
事
過
失
責
任
の
問
い
方
」（
判
例
時
報
一
八
一
三
号
、
三
｜
一
〇
頁
）、
柴
田
伊
冊
「
司
法
に
お
け
る
事
実
と
目
的
と
効

果
」（
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
第
二
二
号
（
二
〇
一
一
）、
三
二
｜
五
三
頁
）、
藤
原
琢
也
「
航
空
事
故
の
刑
事
法
的
考
察
」（
北
海
学
園
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
論
集
第
一
二
号
二
〇
一
〇
、
一
七
｜
一
一
七
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

８
）

岡
部
雅
人
「
航
空
事
故
と
管
制
官
の
過
失
」（
姫
路
法
学
第
五
〇
号
二
〇
〇
九
）、
二
三
四
頁
。

９
）

笹
倉
宏
紀
が
「
事
故
調
査
と
刑
事
司
法
」（
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ルv

o
l.28

（
二
〇
一
一
）、
三
六
｜
五
二
頁
）
に
お
い
て
、「
現
状
を
是
と
す
る
か
非
と
す
る

か
に
関
わ
り
な
く
、
当
面
は
、
刑
事
法
の
仕
組
み
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
前
提
で
、
事
故
調
査
と
刑
事
司
法
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
ほ
か
な
い
」（
同
三
七

頁
）
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
、
法
律
家
の
基
本
的
な
立
ち
位
置
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

10
）

曲
田
統
「
過
失
犯
論
に
お
け
る
実
行
行
為
性
・
予
見
可
能
性
の
問
題
」（『
理
論
刑
法
学
の
探
究
⑤
』
成
文
堂
二
〇
一
二
）、
六
四
頁
。

11
）

笹
倉
注
９
、
五
二
頁
。
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12
）

航
空
機
運
航
シ
ス
テ
ム
研
究
会
有
志
「
日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
故
の
最
高
裁
決
定
に
対
す
る
見
解
」（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
十
五
日
、h

ttp
: //w

w
w
.tfo
ssg
.

co
m
/p
g
33.h
tm
l ：

二
〇
一
二
年
二
月
十
九
日
ア
ク
セ
ス
）

13
）

川
出
敏
裕
「
刑
事
手
続
と
事
故
調
査
」（
ジ
ュ
リ
ス
トN

o
.1307

、
一
〇
｜
一
八
頁
、
二
〇
〇
六
）、
一
二
頁
。

14
）

土
本
武
司
「
航
空
機
事
故
と
管
制
ミ
ス
」（
判
例
時
報
二
〇
二
四
号
、
一
九
六
｜
二
〇
二
頁
）。

15
）

土
本
武
司
「
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
刑
事
過
失
責
任
の
問
い
方
」（
判
例
時
報
一
八
一
三
号
、
三
｜
一
〇
頁
）。

16
）

土
本
注
15
、
四
頁
。

17
）

航
空
法
第
九
十
六
条
第
一
項
。

18
）

柴
田
伊
冊
「
司
法
に
お
け
る
事
実
と
目
的
と
効
果
」（
千
葉
大
学
人
文
社
会
学
研
究
第
二
二
号
、
三
二
｜
五
三
頁
）、
四
一
頁
。

19
）

藤
原
琢
也
「
航
空
事
故
の
刑
事
法
的
考
察
」（
北
海
学
園
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
集
第
一
二
号
、
二
〇
一
二
）、
四
四
｜
四
八
頁
。

20
）

航
空
管
制
官
の
技
能
証
明
（
免
許
）
は
、
航
空
管
制
を
行
う
場
所
が
限
定
さ
れ
、
当
該
場
所
だ
け
で
各
空
港
通
管
制
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
件

事
故
で
被
告
と
な
っ
た
管
制
官
Ａ
の
場
合
、
事
故
が
発
生
し
た
空
域
に
お
け
る
航
空
管
制
業
務
を
行
う
た
め
の
指
定
を
受
け
る
た
め
の
訓
練
中
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
自
動
車
の
運
転
に
例
え
る
な
ら
ば
、
自
動
車
の
運
転
を
で
き
る
地
域
が
免
許
の
裏
に
記
載
さ
れ
、
そ
の
地
域
内
し
か
運
転
が
で
き
な
い
こ
と
と
同
じ

で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
指
定
さ
れ
た
地
域
外
で
運
転
す
る
た
め
に
は
、
当
該
地
域
で
運
転
す
る
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
受
け
、
追
加
限
定
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
が
、
管
制
官
Ａ
の
訓
練
は
、
こ
の
追
加
限
定
を
受
け
る
た
め
に
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

21
）

管
制
官
が
訓
練
中
で
あ
る
こ
と
は
、
通
常
、
管
制
指
示
を
受
け
る
航
空
機
操
縦
者
に
は
通
知
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
立
場
か
ら
は
、

訓
練
中
の
管
制
官
が
発
出
し
た
管
制
指
示
は
、
航
空
法
第
九
十
六
条
第
一
項
で
定
め
ら
れ
て
い
る
法
的
に
正
当
な
指
示
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

22
）

管
制
業
務
処
理
要
領
「
技
能
証
明
未
取
得
者
に
対
す
る
訓
練
に
つ
い
て
（
第
七
｜
六
号
）」（
航
空
事
故
調
査
報
告
書
二
〇
〇
二
｜
五
、
五
八
頁
）。

23
）

航
空
事
故
調
査
報
告
書
二
〇
〇
五
｜
五
、
五
八
頁
。

24
）

管
制
官
Ａ
の
法
的
資
格
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
主
観
的
注
意
義
務
違
反
の
有
無
を
責
任
要
素
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
当

な
業
務
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
責
任
要
素
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
管
制
官
Ａ
を
無
罪
と
す
べ
き
結
論

に
は
変
わ
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

25
）

曲
田
統
「
日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
件
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
」（
法
學
新
法
第
一
一
六
巻
一
・
二
号
、
二
〇
〇
九
）
一
四
七
頁
。

26
）

岡
部
雅
人
「
航
空
機
事
故
と
航
空
管
制
官
の
過
失
」（
姫
路
法
学
第
五
〇
号
、
二
〇
〇
九
）、
二
三
一
頁
。

27
）

曲
田
注
25
、
一
五
〇
頁
、
同
注
10
、
六
二
頁
。
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28
）

前
田
雅
英
「
刑
法
総
論
講
義
第
５
版
」
三
一
五
頁
。

29
）

現
在
の
規
定
で
は
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
警
報
が
作
動
し
て
い
る
間
は
、
原
則
と
し
て
当
該
警
報
に
従
っ
た
回
避
操
作
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
当
該
警
報
が

発
出
さ
れ
た
状
況
が
解
消
し
次
第
、
速
や
か
に
従
前
の
管
制
指
示
に
従
っ
た
飛
行
経
路
へ
復
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
で
は
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ

の
警
報
は
、
管
制
指
示
の
よ
う
に
強
制
力
を
有
し
て
い
る
指
示
と
解
釈
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

30
）

藤
原
注
19
、
五
一
頁
。

31
）

藤
木
英
夫
は
、
重
大
な
過
失
を
漠
然
と
し
た
概
念
と
し
な
が
ら
、「
と
く
に
違
法
性
の
強
い
過
失
行
為
が
重
大
な
過
失
で
あ
る
」（『
過
失
犯
の
理
論
』一
九

六
九
、
一
三
九
頁
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
藤
輝
幸
は
、「
刑
法
二
一
一
条
第
一
項
に
お
け
る
業
務
上
過
失
及
び
重
大
な
過
失
の
概
念
」（
千
葉
大
学
法
学

論
集
第
二
七
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
）
お
い
て
、
重
大
な
過
失
を
「
過
失
の
要
素
た
る
注
意
義
務
違
反
の
程
度
が
高
い
場
合
」（
一
四
五
頁
）
と
し
、
注
意
義

務
違
反
の
程
度
が
重
い
場
合
と
は
「
予
見
可
能
性
を
前
提
と
し
た
結
果
回
避
義
務
違
反
の
程
度
が
著
し
い
場
合
」（
一
四
六
頁
）
と
し
て
い
る
。

32
）

柳
田
邦
男
は
、「
空
の
安
全
を
壊
す

管
制
官
禁
固
判
決
」
に
お
い
て
、「
過
去
に
お
い
て
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
き
た
『
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
エ
ラ
ー
』
と
い
う

言
葉
は
、
事
故
原
因
に
か
か
わ
る
他
の
危
険
要
素
と
他
の
人
間
へ
の
注
意
を
薄
め
て
し
ま
う
の
で
、
事
故
防
止
を
検
討
す
る
上
で
は
ほ
と
ん
ど
価
値
が
な
い
」

（
一
九
八
頁
）と
い
う
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
の
議
論
を
紹
介
し
、
東
京
高
裁
の
人
間
の
ミ
ス
に
対
す
る
理
解
の
仕
方
は
短
絡
的
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

33
）

柳
田
注
32
、
一
九
七
頁
。

34
）

藤
原
注
19
、
五
一
頁
。

第
四
章

航
空
事
故
の
刑
事
手
続
法
的
考
察

本
稿
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
証
で
、
航
空
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
者
に
対
し
て
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
に
関
す
る
問

題
を
実
体
法
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
こ
の
刑
事
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
に
関
す
る
別
の
論
点
と
し
て
、
事
故
調
査
委
員
会

が
作
成
し
た
航
空
事
故
調
査
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。）
を
刑
事
裁
判
に
お
け
る
証
拠
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
か
か
る
問
題
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も
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
に
お
い
て
報
告
書
の
証
拠
採
用
に
つ
い
て
、
事
故
調
査
に
お
け
る
事
実

認
定
と
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

一

事
故
調
査
報
告
書
の
証
拠
採
用
す
る
こ
と
へ
の
疑
問

多
く
の
航
空
事
故
に
お
い
て
、
事
故
調
査
の
後
に
提
出
さ
れ
る
報
告
書
が
刑
事
裁
判
に
お
い
て
証
拠
採
用
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、

平
成
九
年
六
月
八
日
に
発
生
し
た
日
本
航
空
機
乱
高
下
事
故
の
刑
事
裁
１
）

判
に
お
い
て
、
そ
の
是
非
が
争
点
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
①
国

際
民
間
航
空
条
約
（
以
下
、「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
条
約
」
と
い
う
。）
第
十
三
付
属
書
の
趣
旨
に
則
り
、
こ
れ
を
証
拠
か
ら
排
除
す
べ
き
で
あ
る
、

②
事
故
調
査
報
告
書
は
鑑
定
に
準
ず
る
書
面
と
し
て
の
要
件
に
欠
い
て
い
る
、
と
被
告
弁
護
人
は
主
張
し
た
が
、
第
一
審
で
こ
の
主
張
が

退
け
ら
れ
、
報
告
書
が
証
拠
採
用
さ
れ
２
）
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た
航
空
事
故
の
裁
３
）
判
に
お
い
て
も
、
同
様
の
主
張
が
被
告
人
側

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
報
告
書
の
証
拠
採
用
が
続
い
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
実
務
で
は
、
報
告
書
が
刑
事
裁
判
に
お
い
て
証
拠
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
是
非
に

関
す
る
学
説
は
必
ず
し
も
集
約
さ
れ
て
お
ら
ず
、
賛
否
両
論
の
主
張
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
４
）

る
。
航
空
事
故
の
特
性
上
、
事
故

原
因
の
解
明
に
は
専
門
的
な
知
識
が
欠
か
せ
な
い
。
当
然
、
刑
事
裁
判
に
携
わ
る
裁
判
官
や
検
察
官
は
、
こ
の
よ
う
な
専
門
的
知
識
を
十

分
に
有
し
て
お
ら
ず
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
も
報
告
書
の
事
実
認
定
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

前
章
で
紹
介
し
た
日
航
機
同
士
の
ニ
ア
ミ
ス
事
故
の
裁
判
で
は
、
報
告
書
が
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
５
）

た
。
第
一
審
及
び
第
二
審
と
も
裁

判
に
お
け
る
事
実
認
定
は
、
当
該
報
告
書
を
証
拠
と
し
て
採
用
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
第
一
審
と
第
二
審
と
で
判
断
が

分
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
同
一
の
証
拠
か
ら
異
な
る
結
果
が
導
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
第
一
審
と
第
二
審
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
事
実

が
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
報
告
書
に
お
け
る
事
実
認
定
と
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
の
性
質
が
異
な
る
こ
と
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に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。「
報
告
書
を
証
拠
と
し
て
許
容
す
る
こ
と
は
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
裁
判
所
の
事
実
認

定
機
能
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
し
、
も
し
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
当
事
者
と
第
三
者
が
そ
の
よ
う
な
疑
惑
の
目
で
判
決
を

み
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
６
）

い
」
と
い
う
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
報
告
書
に
お
け
る
事
実
認
定
は
、
裁
判
所
が
行
う
事
実
認
定
と
そ
の
手

法
が
異
な
る
と
推
察
さ
れ
る
以
上
、
事
故
調
査
に
お
い
て
認
定
さ
れ
る
事
実
と
刑
事
裁
判
に
お
い
て
認
定
さ
れ
る
事
実
は
異
な
る
も
の
で

あ
る
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
報
告
書
を
刑
事
裁
判
に
お
い
て
証
拠
採
用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
疑
問
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
報
告
書
が
証
拠
採
用
さ
れ
る
こ
と
の
論
点
は
、
国
際
条
約
と
の
整
合
性
や
鑑
定
書
と
し
て
の
適
格
性
に
関
す
る
こ
と
な
ど

証
拠
採
用
す
る
た
め
の
手
続
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
行
わ
れ
て
い
る
航
空
事
故
に
お
け
る
刑
事
裁
判
で
は
、
報
告
書
の
証

拠
採
用
手
続
に
関
す
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
事
実
認
定
に
関
す
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
証

拠
採
用
手
続
の
問
題
と
は
別
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
日
本
で
は
航
空
事
故
に
関
す
る
刑
事
裁
判
が
行
わ
れ
る
と
い
う
実
態
が
あ
る

以
上
、
報
告
書
が
刑
事
裁
判
で
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
関
す
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
有
益
な
も
の
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。二

事
故
調
査
報
告
書
の
「
事
実
」

一
）
事
故
調
査
に
お
け
る
事
実
認
定

航
空
事
故
の
よ
う
に
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
事
故
は
、
あ
た
か
も
突
然
発
生
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、

安
全
工
学
や
人
間
工
学
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た
研
究
の
結
果
、
事
故
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
普
通
は
、
似
た

よ
う
な
小
さ
な
ミ
ス
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
発
生
し
、
そ
れ
を
看
過
す
る
う
ち
に
連
鎖
反
応
が
生
じ
て
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
ま
る
で
坂
を
転
が
る
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雪
玉
の
よ
う
に
危
険
が
大
き
く
な
っ
て
、
逃
げ
る
暇
も
な
く
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
７
）

る
」
と
理
解
す
る
こ
と
が
、
そ
こ
で
は
一
般
化
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
結
果
を
発
生
さ
せ
る
最
後
の
引
き
金
を
引
く
こ
と
に
な
っ
た
人
の
行
為
や
機
械
の
故
障
と
い

う
直
接
的
な
原
因
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
行
為
へ
と
至
る
こ
と
に
な
っ
た
様
々
な
要
因
及
び
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
事
故
に
至
る
事
象
の
連

鎖
の
中
断
が
可
能
と
な
る
要
因
を
排
除
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
８
）
た
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し

て
、
国
際
民
間
航
空
機
関
に
お
け
る
事
故
調
査
の
標
準
的
な
手
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
９
）
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
く
事
故
調
査
は
、

事
故
に
至
る
経
緯
を
事
故
が
発
生
す
る
相
当
前
ま
で
遡
10
）

り
、
広
範
か
つ
詳
細
な
事
象
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
に
基
礎
を
置
く
事
故
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
事
実
」
は
、「
認
定
さ
れ
た
事
実
」
と
し
て
報
告
11
）
書
に
記
載
さ
れ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
事
実
」
の
内
容
は
、
事
故
調
査
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
や
そ
の
後
の
検
証
実
験
な
ど
に
基
づ
き
、
発
生
し
た
事
故

に
関
係
す
る
事
象
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
事
故
の
発
生
原
因
と
さ
れ
る
か
否
か
と
は
別
の
次
元
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
客
観
的
な
事

実
と
し
て
広
範
囲
で
網
羅
的
な
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
条
約
第
十
三
付
属
書
に
標
準
的
な
様
12
）
式
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
運
輸
安
全
委
員
会
が
行
う
事
故
調
査
も
こ
れ
に
準
拠
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
先
に
取
り
上
げ
た
日
本
航
空
機
同
士

の
ニ
ア
ミ
ス
事
13
）

故
に
関
す
る
報
告
14
）

書
で
は
、
認
定
さ
れ
た
事
実
と
し
て
、
①
飛
行
の
経
過
、
②
人
の
負
傷
に
関
す
る
情
報
、
③
航
空
機
の

損
壊
に
関
す
る
情
報
、
④
航
空
機
乗
組
員
、
航
空
管
制
官
等
に
関
す
る
情
報
、
⑤
航
空
機
に
関
す
る
情
報
、
⑥
気
象
に
関
す
る
情
報
、
⑦

航
空
保
安
施
設
に
関
す
る
情
報
、
⑧
通
信
に
関
す
る
情
報
、
⑨
Ｃ
Ｖ
Ｒ（
操
縦
席
内
の
音
声
を
録
音
す
る
装
置
）、
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｒ（
飛
行
速
度
、

飛
行
高
度
な
ど
を
記
録
す
る
装
置
）等
に
関
す
る
情
報
、
⑩
医
学
に
関
す
る
情
報
、

人
の
生
存
、
死
亡
又
は
負
傷
に
関
係
の
あ
る
捜
索
、

救
難
及
び
避
難
等
に
関
す
る
情
報
、

事
実
を
認
定
す
る
た
め
の
試
験
及
び
研
究
、

組
織
及
び
管
理
に
関
す
る
情
報
、

そ
の
他
の
情

報
、
と
い
う
項
目
に
分
け
ら
れ
、
更
に
個
々
の
項
目
内
で
細
分
化
さ
れ
た
事
項
に
分
け
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
項
は
、
人
の
負
傷
、
航
空
機
の
損
壊
及
び
乗
組
員
等
の
保
有
資
格
な
ど
の
客
観
的
で
明
確
な
事
実
と
、
航
空
機
に
搭
載
さ
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れ
て
い
る
記
録
装
置
な
ど
の
デ
ー
タ
の
解
析
、
関
係
者
の
証
言
及
び
関
係
法
規
類
な
ど
か
ら
総
合
的
に
推
定
さ
れ
た
事
実
と
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
後
者
の
事
実
は
、
飛
行
の
経
過
を
例
に
と
れ
ば
、
航
空
機
内
で
記
録
さ
れ
た
高
度
・
速
度
の
変
化
や
、
操
縦
桿
や
エ
ン
ジ

ン
推
力
調
整
レ
バ
ー
の
動
き
な
ど
の
操
作
、
及
び
航
空
機
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
器
の
作
動
状
況
を
記
録
し
た
航
空
機
側
で
記
録
さ
れ
た

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
地
上
に
お
け
る
管
制
記
15
）
録
な
ど
に
基
づ
き
、
秒
単
位
で
航
空
機
の
飛
行
経
過
を
推
定
す
る
。
こ
の
項
目
は
、
現
在
で

は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
い
う
比
較
的
客
観
性
の
高
い
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
判
断
が
行
わ
れ
る
た
め
、
事
実
と
さ
れ
た
事
項
は
高
い
客
観
性

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
だ
け
で
は
十
分
な
推
定
が
で
き
な
い
場
合
、
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
に
よ
る
事
故
当
時
の
状
況
を
再
現
し
て
の
検
証
や
、
そ
の
他
の
実
験
を
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
事
実
を
推
定
す
る
方
法
が
と
ら
れ
る
こ

と
も
あ
16
）
る
。

一
方
、
事
故
当
時
の
当
事
者
の
心
理
状
態
の
解
析
の
場
合
、
本
人
及
び
周
囲
に
居
合
わ
せ
た
関
係
者
の
証
言
が
主
な
判
断
材
料
と
な
る

た
め
、
得
ら
れ
た
証
言
は
、
証
言
を
聴
取
し
て
い
る
場
面
で
の
当
人
の
心
理
状
態
や
周
囲
の
環
境
の
影
響
を
受
け
る
と
推
察
さ
れ
る
。
従
っ

て
、
こ
の
項
目
に
関
す
る
事
実
の
客
観
性
は
、
飛
行
状
況
と
比
較
し
て
劣
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
事
故
調
査
に
お
い

て
認
定
さ
れ
る
事
実
は
、
客
観
性
の
程
度
と
い
う
側
面
に
お
い
て
は
、
多
様
な
レ
ベ
ル
の
特
性
を
持
つ
事
実
の
集
ま
り
で
あ
る
と
い
う
特

徴
を
有
す
る
。

二
）
原
因
の
推
定

次
い
で
、
こ
れ
ら
の
認
定
さ
れ
た
事
実
に
基
づ
き
、
事
故
の
原
因
を
推﹅

17
）

定﹅
す
る
作
業
が
行
わ
れ
る
。
当
初
、
事
故
調
査
で
は
、
そ
の
原

因
と
思
わ
れ
る
主
要
な
要
因
を
絞
り
込
む
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｏ
・
ミ
ラ
18
）

ー
が
、「
推
定
原
因
と
し
て
主
要
な
原

因
を
絞
る
作
業
は
、
行
政
機
関
の
報
告
書
と
し
て
止
む
を
得
ず
や
る
よ
う
な
も
の
で
、
本
質
的
に
は
さ
し
て
重
要
で
は
な
19
）

い
」
と
指
摘
し
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て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
要
因
の
絞
り
込
み
の
作
業
は
、
事
故
の
再
発
防
止
に
関
し
て
本
質
的
な
意
味
を
待
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
作
業
に
は
価
値
判
断
と
評
価
と
い
う
要
因
が
含
ま
れ
る
た
め
、
視
野
を
狭
く
し
て
し
ま
い
、
事
実
確
認
に

客
観
性
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
20
）

り
、
事
故
の
再
発
防
止
と
い
う
目
的
を
阻
害
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
背
景
に
、
運
輸

安
全
委
員
会
が
作
成
す
る
報
告
書
は
、
現
在
で
は
主
因
及
び
副
因
と
い
う
区
別
は
行
わ
れ
ず
、
認
定
さ
れ
た
事
実
の
中
か
ら
事
故
の
要
因

と
し
て
推
定
さ
れ
た
事
実
を
列
挙
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
事
故
調
査
の
結
果
に
お
い
て
原
因
と
さ
れ
た
事
象
は
、
あ
く
ま
で
認
定
さ
れ
た
事
実
か
ら
推﹅
定﹅
さ
れ
た
事
象
で
あ
り
、

決
し
て
絶
対
的
な
事
実
と
し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
原
因
と
し
て
推
定
さ
れ
た
事
象
が
、
ひ
と
た
び
公
表
さ
れ
る
と
、

そ
れ
が
あ
た
か
も
絶
対
的
な
事
実
で
あ
る
か
の
ご
と
く
社
会
か
ら
受
け
取
ら
れ
、
非
難
の
対
象
と
な
り
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
報
告
書
が

持
つ
性
質
も
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
と
の
関
係
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
要
素
と
な
る
。

三
）
航
空
事
故
調
査
に
お
い
て
認
定
さ
れ
た
事
実
の
特
性

こ
れ
ま
で
の
検
証
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
航
空
事
故
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
故
の
原
因
と
さ
れ
る
「
事
実
」
と
は
、
事
故

に
至
る
ま
で
に
存
在
し
た
広
範
な
事
象
で
あ
る
。
個
々
の
事
実
は
、
負
傷
し
た
人
数
な
ど
絶
対
性
を
持
つ
事
象
と
数
値
デ
ー
タ
な
ど
か
ら

の
推
測
に
基
づ
く
事
象
と
が
混
在
し
て
お
り
、
客
観
性
と
い
う
基
準
か
ら
は
、
す
べ
て
が
同
一
レ
ベ
ル
に
あ
る
事
象
と
し
て
扱
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
し
て
、
報
告
書
に
お
い
て
事
故
の
原
因
と
し
て
記
載
さ
れ
る
事
実
は
、
事
故
調
査
委
員
会
の
議
事
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
21
）

る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
手
続
を
経
る
過
程
に
お
い
て
、
一
定
の
価
値
観
に
基
づ
く
評
価
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
故
調
査
に
お
け
る
価

値
観
と
は
、
事
故
の
防
止
及
び
事
故
が
発
生
し
た
際
の
被
害
軽
減
を
実
現
す
る
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
も
22
）

の
で
あ
り
、
責
任
追
及
と
い
う

要
素
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
こ
こ
で
認
定
さ
れ
た
事
実
は
、
事
故
へ
の
関
与
の
程
度
に
よ
る
序
列
関
係
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
日
本
で
作
成
さ
れ

て
い
る
報
告
書
の
記
述
も
、
国
際
標
準
で
示
さ
れ
た
様
式
に
準
拠
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
恣
意
的
に
特
定
の
事
象
を
原
因
と
す
る
と
い
う

推
定
が
行
わ
れ
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
報
告
書
に
お
い
て
公
表
さ
れ
る
事
実
は
必
ず
し
も
絶
対
的
な
真
実
と
は
言
え
ず
、

批
判
を
受
け
る
要
素
を
包
含
す
る
事
実
で
あ
る
と
い
え
る
。

三

航
空
事
故
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定

一
）
刑
事
裁
判
に
お
け
る
真
実

刑
事
裁
判
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
真
実
と
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
一
条
で
い
わ
れ
て
い
る
「
事
案
の
真
相
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
刑
事
裁
判
で
行
わ
れ
る
事
実
認
定
と
は
、
証
拠
に
よ
り
そ
の
事
実
の
存
否
を
決
す
る
こ
と
で
あ
23
）
る
。

刑
事
法
の
世
界
で
は
、
刑
罰
を
科
す
と
い
う
目
的
か
ら
、
事
件
の
解
決
に
は
絶
対
的
真
実
に
基
づ
く
解
決
が
要
求
さ
れ
24
）
る
。
し
か
し
、

裁
判
で
確
定
さ
れ
る
真
実
は
、
自
然
科
学
の
分
野
に
お
け
る
「
絶
対
的
真
実
」
と
は
異
な
る
も
の
と
さ
れ
、
過
去
の
出
来
事
に
つ
い
て
証

拠
に
基
づ
き
訴
訟
に
お
い
て
認
定
で
き
た
事
実
が
「
真
実
」
と
さ
れ
25
）

る
。
こ
の
た
め
、
法
廷
に
提
出
さ
れ
る
証
拠
の
限
界
や
、
そ
の
判
断

を
人
間
が
行
う
た
め
両
者
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
理
由
は
、
第
一
に
絶
対
的

真
実
は
「
神
の
み
ぞ
知
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
過
去
の
出
来
事
に
関
す
る
究
極
の
真
偽
は
人
知
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
不

可
知
論
的
理
26
）

由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
刑
事
裁
判
で
は
検
察
官
が
ま
ず
立
証
対
象
事
実
を
訴
因
と
し
て
明
示
し
、
こ
れ
を
巡
る
当
事
者
の
攻
撃
・
防
御
の
中
か
ら
事
実

を
認
定
し
て
い
27
）

く
と
い
う
構
造
に
よ
り
事
実
認
定
が
行
わ
れ
る
と
い
う
裁
判
が
持
つ
特
性
も
、
絶
対
的
真
実
と
訴
訟
に
お
け
る
真
実
が
異

な
る
第
二
の
理
由
と
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
の
事
実
認
定
過
程
は
、
検
察
官
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
「
事
実
」
の
存
否
の
確
認
が
目
標
で
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あ
28
）

り
、
そ
の
判
断
は
絶
対
的
真
実
の
存
否
を
必
ず
し
も
追
求
す
る
こ
と
で
は
な
29
）

い
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
検
察
官
は
刑
事
事
件
と
し
て
起

訴
す
る
段
階
で
、
被
疑
者
が
有
罪
と
な
る
心
証
を
裁
判
官
に
形
成
さ
せ
る
た
め
の
証
拠
と
し
て
の
事
実
を
提
示
す
る
。
そ
の
後
の
裁
判
で

は
、
検
察
官
の
提
示
し
た
訴
因
に
つ
い
て
の
判
断
が
お
こ
な
わ
れ
30
）

る
の
で
あ
り
、
検
察
官
が
提
示
し
た
範
囲
外
の
事
実
に
関
す
る
検
討
は

除
外
さ
れ
て
い
る
。
検
察
官
の
当
事
者
と
し
て
の
立
場
や
現
実
の
多
忙
さ
を
考
え
る
と
、「
検
察
官
が
被
疑
者
・
被
告
人
の
す
べ
て
の
側
面

を
正
確
に
捜
査
し
て
起
訴
は
常
に
正
当
で
あ
る
と
客
観
的
に
評
価
で
き
る
保
障
は
な
い
し
、
ま
た
、
捜
査
は
と
か
く
『
見
込
み
』
に
走
り

が
ち
な
傾
向
が
あ
る
の
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

31
）

い
」
と
い
う
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
検
察
官
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
事
実
は
、
有

罪
を
積
極
的
に
証
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
証
拠
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
指
摘
し
た
絶
対
的
真

実
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
観
点
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
適
切
な
訴
追
判
断
を
行
う
た
め
に
、
曖
昧
な
過
去
か
ら
、
何
ら
か
の

筋
の
通
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
い
だ
す
か
、
あ
る
い
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
あ
て
は
め
る
こ
と
で
悪
い
行
為
を
再
現
す
る
こ
と
に
あ
32
）

る
」
と
の

指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
検
察
官
が
提
示
す
る
公
訴
事
実
は
過
去
を
認
識
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
検
察
官
が
持

つ
有
罪
志
向
の
強
い
価
値
判
断
が
含
ま
れ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
検
察
官
が
作
成
す
る
公
訴
事
実
と
い
う
訴
訟
的
真
実
は
、

こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
っ
て
絶
対
的
真
実
と
異
な
る
結
果
に
至
る
可
能
性
を
常
に
持
ち
続
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
認
定
の
特
性
を
補
う
べ
く
、
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
努
力
が
検
察
官
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
33
）
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
、「
わ
れ
わ
れ
が
真
実
と
し
て
扱
う
も
の
は
、
実
は
推
測
で
し
か
な
い
。（
略
）
し
か
し
、
も
し
一
生
懸
命
努
力
す
れ
ば
、

た
と
え
完
全
な
真
実
を
こ
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
真
実
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
34
）

る
」
と
い
う
検
察
官
の
コ
メ
ン
ト
に

も
あ
る
よ
う
に
、
刑
事
裁
判
に
よ
っ
て
絶
対
的
真
実
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
完
全
に
期
待
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
事
実
を
再

構
成
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
航
空
事
故
調
査
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
は
、
航
空
事
故
調

査
に
お
け
る
事
実
認
定
と
は
明
ら
か
に
指
向
性
が
異
な
る
。
航
空
事
故
調
査
で
は
、
事
故
の
原
因
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
広
く
考
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察
の
対
象
と
す
る
の
に
対
し
て
、
刑
事
裁
判
で
は
、
特
定
の
個
人
に
関
す
る
犯
罪
事
実
の
認
定
に
関
係
す
る
事
象
に
限
定
さ
れ
た
考
察
で

し
か
な
く
、
そ
れ
も
強
く
有
罪
を
指
向
す
る
も
の
だ
け
が
事
実
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

ま
た
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
の
特
性
か
ら
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
る
証
拠
の
性
質
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
示
さ
れ
る
証
拠
は
捜
査
当
局
が
収
集
し
た
証
拠
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
有
罪
の
心
証
を
形
成
す
る
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
選
択
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
検
察
官
に
よ
る
選
定
と
い
う
過
程
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
罪
指
向
と
い
う
価
値
観
が
強
く
作
用
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
客
観
的
事
実
を
認
定
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
当
該
証
拠
の
全
証
拠
の
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
明
ら
か
に
さ
れ
な

い
以
上
、
そ
の
妥
当
性
に
対
す
る
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

こ
の
よ
う
に
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
が
検
察
官
の
提
示
し
た
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
偏
っ
た
証
拠
で
事

実
認
定
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、「
事
故
の
真
相
を
解
明
す
る
」と
い
う
視
点
か
ら
、
刑
事
裁
判
に

お
け
る
事
実
認
定
に
対
し
て
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
し
て
事
故
の
再
発
防
止
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
、
そ
の
疑
問
は
更
に
強
く

な
る
。二

）
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定

ア

一
般
的
な
議
論

こ
れ
ま
で
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
に
つ
い
て
、
そ
の
適
正
化
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
の
議

論
は
、
再
審
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
証
拠
構
造
論
、
状
況
証
拠
論
、
事
実
認
定
適
正
化
論
、
証
明
論
な
ど
が
学
界
で
議
論
さ
れ
る
一
方
、

判
例
・
実
務
の
分
野
で
は
、
再
審
事
件
の
裁
判
例
を
通
じ
て
証
拠
構
造
と
事
実
認
定
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
実
際
の
裁
判
に
お
い
て
、
状
況
証
拠
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
実
認
定
の
困
難
な
事
例
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
35
）
た
。
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そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
と
言
わ
れ
て
い
た
裁
判
官
の
心
証
形
成
過
程
の
可
視
化
、
状
況
証
拠
に
よ
る
事
実
認
定
、

間
接
事
実
に
よ
る
事
実
認
定
及
び
「
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
証
明
」
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
の
議
論
が
具
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
航
空
事
故
に
お
け
る
刑
事
裁
判
で
は
、
報
告
書
を
証
拠
と
し
て
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
に
お
け
る
注
意
義
務
違
反
の
存
在
を

証
明
す
る
た
め
の
事
実
認
定
が
行
わ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
報
告
書
に
お
い
て
事
故
の
原
因
と
さ
れ
た
事
実
は
、
事
故
調
査
の
結

果
か
ら
推
測
さ
れ
た
事
象
で
あ
り
、
航
空
事
故
の
刑
事
裁
判
で
は
、
こ
の
よ
う
な
推
定
に
よ
り
事
実
と
さ
れ
た
事
象
に
基
づ
い
て
事
実
認

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
に
お
け
る
注
意
義
務
違
反
は
、
直
接
こ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
間
接
事
実
か
ら
の
推
定
に
よ
り
証
明
さ
れ
る
。
従
っ
て
航
空
事
故
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
は
、
推
定
に
よ
り
認
定
さ
れ
た

間
接
事
実
に
よ
っ
て
推
定
す
る
と
い
う
、
推
定
に
推
定
を
重
ね
る
構
造
を
有
し
て
い
る
。

イ

間
接
事
実
に
よ
る
事
実
認
定

刑
事
裁
判
に
お
け
る
間
接
事
実
に
よ
る
犯
罪
事
実
の
認
定
は
、
主
要
事
実
を
証
明
す
る
直
接
証
拠
が
な
い
場
合
や
直
接
証
拠
を
補
強
す

る
際
に
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
間
接
事
実
は
、
情
況
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
36
）

る
。
近
年
の
刑
事
裁
判
で
は
、
間
接
事
実
だ
け
で
犯

罪
事
実
認
定
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
37
）
る
。
こ
こ
で
の
事
実
認
定
は
、
複
数
の
間
接
事
実
を
総
合
し
て
犯
罪
事

実
を
推
定
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
間
接
事
実
は
、
主
要
事
実
を
証
明
す
る
た
め
の
一
次
的
な
間
接
事
実
、
一
次
的
間
接

事
実
を
証
明
す
る
た
め
の
二
次
的
な
間
接
事
実
と
い
う
よ
う
に
構
造
化
さ
れ
て
お
38
）

り
、
検
察
官
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
に
は
、
検
察
官
が
提
示
し
た
複
数
の
間
接
事
実
に
対
す
る
評
価
は
、
裁
判
官
の
自
由
な
心
証
に
よ
り
行
わ
れ
る
た
め
、
検
察
官

に
よ
る
間
接
事
実
の
位
置
づ
け
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
裁
判
官
が
提
示
さ
れ
た
間
接
事
実
を
総
合
的
に
評
価
し
、
自
ら
の
位
置
づ
け

に
従
っ
て
判
断
す
る
こ
と
と
な
39
）
る
。
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こ
の
よ
う
な
過
程
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
間
接
事
実
に
よ
る
事
実
認
定
は
、
一
定
の
幅
が
生
じ
る
た
め
、
同
じ
情
況
証
拠
で
あ
っ
て
も
そ

の
位
置
づ
け
は
事
実
認
定
者
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
な
り
、
当
該
証
拠
が
持
つ
位
置
づ
け
や
証
明
力
を
一
義
的
に
定
め
る
こ
と
は
で
き

な
40
）

い
。
こ
こ
で
の
論
点
は
、
先
に
述
べ
た
第
一
順
位
の
間
接
事
実
を
認
定
す
る
の
に
必
要
な
間
接
事
実
の
情
況
証
拠
に
よ
る
認
定
に
関
す

る
こ
41
）
と
、
及
び
情
況
証
拠
の
持
つ
証
明
基
準
と
し
て
「
合
理
的
疑
い
」
と
い
う
基
準
を
ど
の
よ
う
に
適
用
す
る
か
と
い
う
こ
42
）
と
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
告
人
の
無
罪
の
方
向
性
を
示
す
消
極
的
事
実
の
認
定
に
関
す
る
問
43
）
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、
こ

れ
ら
の
議
論
か
ら
、
間
接
事
実
に
基
づ
く
事
実
認
定
の
困
難
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

航
空
事
故
に
お
け
る
刑
事
裁
判
で
は
、
主
に
業
務
上
過
失
傷
害
罪
の
成
否
が
判
断
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
報
告
書
が
中
心
的
な
証
拠
と

し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
報
告
書
の
事
実
認
定
の
性
質
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
行
わ
れ
る
事
実
認
定
は
、
情
況
証
拠
に
基
づ
く
間
接
事

実
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
業
務
上
過
失
傷
害
罪
の
認
定
で
は
、
被
告
人
の
注
意
義
務
違
反
と
発
生
し
た
結
果
と
の

因
果
関
係
の
存
在
の
認
定
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
が
争
点
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
お
い
て
、
情
況
証
拠
に
よ
る
事

実
認
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
44
）
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
間
接
事
実
に
よ
る
事
実
認
定
に
関
す
る
議
論
の
視
点
か
ら
の
検
討

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

四

事
実
認
定
の
実
際

一
）
日
航
機
ニ
ア
ミ
ス
事
45
）

件

ア

事
故
調
査
報
告
書
に
お
け
る
事
実
認
定

本
件
事
故
に
関
す
る
、
航
空
・
鉄
道
事
故
調
査
委
員
会
の
事
故
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
事
故
の
発
生
に
至
る
経
過
を
次
の
よ
う
に
推

定
し
て
い
る
。
東
京
航
空
交
通
管
制
部
は
、
左
旋
回
を
し
な
が
ら
上
昇
中
で
あ
っ
た
九
〇
七
便
と
巡
航
中
で
あ
っ
た
九
五
八
便
と
の
接
近
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を
示
す
異
常
接
近
警
報
（
以
降
「
Ｃ
Ｎ
Ｆ
」
と
い
う
。）
が
管
制
卓
で
作
動
し
た
際
、
便
名
を
取
り
違
え
、
上
昇
中
の
九
〇
七
便
に
対
し
て

降
下
指
示
を
発
出
し
た
。
同
便
は
、
こ
の
管
制
指
示
に
よ
り
降
下
操
作
を
開
始
し
、
そ
の
直
後
に
同
便
操
縦
席
内
の
航
空
機
衝
突
防
止
装

置
に
お
い
て
上
昇
を
指
示
す
る
回
避
警
報
が
作
動
し
た
が
、
同
便
機
長
は
、
引
き
続
き
管
制
官
の
指
示
に
従
っ
て
降
下
操
作
を
継
続
し
た
。

同
便
と
降
下
を
指
示
す
る
回
避
警
報
に
従
っ
て
降
下
し
た
九
五
八
便
と
は
、
互
い
に
視
認
し
な
が
ら
も
異
常
な
接
近
の
状
態
と
な
り
、
再

接
近
の
直
前
に
双
方
が
目
視
に
よ
る
回
避
操
作
を
行
い
、
そ
の
際
、
九
〇
七
便
は
、
九
五
八
便
と
接
近
交
差
す
る
直
前
に
九
五
八
便
の
下

方
を
通
過
し
よ
う
と
し
て
、
更
に
急
激
な
降
下
を
し
た
た
め
、
乗
客
及
び
客
室
乗
務
員
が
浮
揚
落
下
し
て
負
傷
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
に
至
っ
た
要
因
と
し
て
、
同
報
告
書
で
は
、
①
管
制
官
Ａ
の
便
名
を
言
い
間
違
え
た
管
制
指
示
等
に
関
す
る
こ
と
、

②
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
遅
れ
て
作
動
し
た
こ
と
、
③
九
〇
七
便
が
衝
突
防
止
装
置
の
警
報
に
従
わ
ず
降
下
を
継
続
し
た
こ
と
、
④
乗
客
ら
が
負
傷
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
お
の
お
の
の
事
象
に
つ
い
て
背
景
と
な
っ
た
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
。

報
告
書
で
は
、
更
に
こ
れ
ら
の
要
因
が
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
に
示
す
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
。
①
に
つ

い
て
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
遅
れ
て
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
心
理
的
動
揺
が
主
な
要
因
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
心
理
的
動
揺
は
九
五
八

便
の
存
在
を
両
管
制
官
が
失
念
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
遅
れ
て
作
動
し
管
制
間
隔
を
維
持
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
な
状
況

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
46
）
る
。
②
に
関
し
て
は
、
当
時
装
備
し
て
い
た
航
空
路
レ
ー
ダ
ー
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
不
備
が

原
因
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
衝
突
防
止
装
置
の
警
報
が
発
生
し
た
際
、
す
で
に
管
制
官
Ａ
の
降
下
指
示
に
よ
り
降
下

操
作
を
開
始
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
操
作
に
反
し
て
警
報
に
従
い
上
昇
す
る
こ
と
は
、
い
っ
た
ん
実
行
し
た
操
作
を
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
心
理
的
に
難
し
か
っ
た
こ
と
、
及
び
当
時
の
そ
の
他
の
状
況
に
鑑
み
、
警
報
の
指
示
に
従
わ
ず
に
降
下
を
継
続
す
る
こ
と
が
適
切
と
判

断
し
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
サ
イ
ン
を
消
灯
し
た
後
に
発
生
し
て
い
た
た
め
、
多
く

の
負
傷
者
が
、
当
時
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
客
室
乗
務
員
は
機
内
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
た
こ
と
が
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そ
の
要
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
報
告
書
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
の
中
で
、
発
生
し
た
結
果
に
対
す
る
影
響
の
程
度
に
関
す
る
記
述
は
全
く
さ
れ
て
お
ら

ず
、
事
故
の
要
因
と
し
て
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
47
）

る
。
従
っ
て
、
事
故
の
発
生
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
の
連
鎖
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
と
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

検
討

本
件
刑
事
裁
判
の
公
訴
事
実
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
報
告
書
に
お
い
て
事
故
原
因
の
一
つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
管
制
官
が
便
名
を
取
り

違
え
て
管
制
指
示
を
発
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
、
九
〇
七
便
及
び
九
五
八
便
が
管
制
指
示
に
従
っ
て
飛
行
し
て
い
れ
ば
、
両
機
が

最
接
近
し
た
時
に
一
、〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
垂
直
間
隔
が
確
保
で
き
て
い
た
と
い
う
弁
護
側
の
第
一
審
に
お
け
る
主
張
も
、公
訴
事
実
と
同

様
に
報
告
書
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
48
）
る
。

こ
の
よ
う
に
、
刑
事
裁
判
で
報
告
書
が
証
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
有
利
な
事
象
だ
け
を
引
用
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
公
訴
事
実
を
証
明
す
る
証
拠
と
し
て
報
告
書
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
被
告
人
の
過
誤
に
関
す
る
記
述
だ
け
が
注

目
さ
れ
、
被
告
人
に
と
っ
て
有
利
な
事
象
は
検
察
官
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
本
件
の
場
合
、
被
告
弁
護
人
の
主
張
以

外
に
も
、
東
京
航
空
交
通
管
制
部
で
規
定
さ
れ
て
い
る
管
制
業
務
処
理
要
領「
技
能
証
明
未
取
得
者
に
対
す
る
訓
練
に
つ
い
て（
第
七
｜
六

号
）」
に
お
い
て
、
現
場
で
実
地
訓
練
を
行
う
場
合
、「
監
督
者
は
、
訓
練
生
に
対
し
全
面
的
な
責
任
を
も
っ
て
訓
練
を
実
施
す
る
」
と
さ

れ
て
い
49
）
る
。
こ
の
規
定
に
具
体
的
な
責
任
の
内
容
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
管
制
官
Ａ
は
管
制
業
務
上
の

責
任
が
免
除
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
は
、
前
章
の
検
証
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
刑
事
裁
判
で
は
、
報
告
書
が
利
用
す
る
立
場
に
都
合
の
い
い
部
分
だ
け
が
恣
意
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
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で
あ
る
。
刑
事
裁
判
は
あ
く
ま
で
も
当
事
者
主
義
が
原
則
で
あ
り
、
検
察
官
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ

た
公
訴
事
実
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
妥
当
性
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
る
。
従
っ
て
、

検
察
官
も
し
く
は
被
告
弁
護
人
か
ら
の
具
体
的
な
指
摘
が
な
い
限
り
、
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
事
項
を
裁
判
官
が
独
自
に
検
討
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
は
、
裁
判
の
当
事
者
か
ら
の

具
体
な
指
摘
の
な
い
事
項
は
、
裁
判
官
が
行
う
事
実
認
定
の
判
断
材
料
と
は
な
ら
ず
、
報
告
書
が

部
分
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
来
、
報
告
書
は
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

事
象
が
す
べ
て
航
空
事
故
の
発
生
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事
象
の
う
ち
一
つ
で
も
発
生

し
な
け
れ
ば
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
刑
事
裁
判
で
事
実

認
定
の
証
拠
と
す
る
た
め
に
は
、
報
告
書
に
お
け
る
事
故
の
原
因
と
さ
れ
た
事
象
を
す
べ
て
公
判

廷
に
お
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
報
告
書
に
お
い
て
事
故
の
原
因
と
さ
れ
た
事
実
は
、

そ
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
れ
ば
事
故
へ
と
至
る
事
象
の
連
鎖
が
断
ち
切
ら
れ
、
事
故
は
発
生
し

な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
す
べ
て
の
事
象
を
も
っ
て
一
つ
の
間
接
事

実
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
象
間

の
有
機
的
な
関
連
性
を
無
視
す
る
利
用
は
、
過
失
認
定
に
必
要
な
注
意
義
務
を
証
明
す
る
間
接
事

実
と
な
り
得
な
い
た
め
、
そ
の
証
明
力
を
低
下
さ
せ
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
厳
格
な

証
明
を
行
う
た
め
の
証
拠
た
り
得
な
い
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
検
察
及
び
被
告
弁
護
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
立
場
に
有
利
に
な
る
よ
う
な
事
象
を
同

じ
報
告
書
か
ら
引
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
一
証
拠
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
と
っ
て
有
利

表－三 管制官Ａに関するニアミス事故第二審と上告審の事実認定

第二審 上告審

違反した注意義務 管制間隔を確保するために
適切な処置を講じなかった
こと。

便名を言い間違えて管制指
示を発出したこと。

907便機長の降下

RAに反する操作
（因果関係の肯定）

誤った管制指示の後におけ
る、同指示に基づく一つの
行為。

言い間違いによる管制指示
の影響で、異常な行為では
ない。

予見可能性を認め
た理由

TCASの概要に関する知識
を有していた。

管制卓の異常接近警報の発
生とTCASの概要に関する
知識を有していた。
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な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
証
拠
に
よ
っ
て
結
果
の
異
な
る
二
つ
の
事
象
を
証
明
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
報
告
書
に
多
義
的
な
性
質
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
と
も
に
業
務
上
過
失
傷
害
罪
を
認
め
る
結
果
に
な
っ
た
第
二
審
と
上
告
審
の
事
実
認
定
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
に
至
る
事
実
認

定
が
微
妙
に
異
な
っ
て
お
り（
表
｜
三
）、
一
つ
の
証
拠
か
ら
、
異
な
る
証
拠
構
造
に
よ
っ
て
事
実
の
証
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
報
告
書
が
複
数
の
意
味
を
持
つ
、
一
つ
の
証
左
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
）
日
航
機
乱
高
下
事
件

ア

事
故
の
概
要

平
成
九
年
六
月
八
日
、
日
本
航
空
七
〇
六
便
（
香
港
啓
徳
空
港
発
名
古
屋
空
港
行
、
Ｍ
Ｄ
｜
一
一
型
）
が
飛
行
計
画
に
従
い
名
古
屋
空

港
へ
着
陸
の
た
め
の
降
下
中
、
三
重
県
志
摩
半
島
上
空
、
高
度
約
一
七
、〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
に
お
い
て
、
機
体
の
急
激
な
動
揺
に
よ
り
、
乗

客
及
び
客
室
乗
務
員
が
負
傷
（
重
傷
四
名
、
軽
傷
八
名
）
し
た
。
負
傷
し
た
客
室
乗
務
員
の
一
名
が
、
後
日
、
多
臓
器
不
全
で
死
亡
し
た
。

イ

第
一
審
の
事
実
認
定
構
造

ア
）
公
訴
事
実
の
要
旨

平
成
九
年
六
月
八
日
、
香
港
啓
徳
国
際
空
港
発
名
古
屋
空
港
行
、
日
本
航
空
七
〇
六
便
の
機
長
と
し
て
乗
り
組
ん
だ
被
告
人
は
、
三
重

県
志
摩
半
島
付
近
上
空
を
名
古
屋
空
港
へ
向
け
て
対
気
速
度
を
三
五
〇
ノ
ッ
ト
に
設
定
し
て
自
動
操
縦
装
置
で
降
下
し
て
い
た
。そ
の
際
、

対
気
速
度
が
上
記
設
定
対
気
速
度
を
超
過
し
、
更
に
、
同
機
の
最
大
運
用
限
界
速
度
（
三
六
五
ノ
ッ
ト
）
を
超
過
し
た
た
め
、
減
速
措
置

を
講
じ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
操
縦
輪
に
過
大
な
力
を
加
え
れ
ば
、
自
動
操
縦
装
置
が
自
動
的
に
解
除
さ
れ
て
急
激
な
機
首
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上
げ
が
生
じ
、
引
き
続
き
そ
の
機
体
姿
勢
に
修
正
に
伴
う
機
首
の
上
下
動
が
繰
り
返
し
発
生
し
、
そ
の
衝
撃
に
よ
っ
て
乗
客
等
の
生
命
、

身
体
等
に
危
害
を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
機
長
と
し
て
は
、
自
動
操
縦
装
置
の
解
除
ボ
タ
ン
を
押
し
て
自
動
操
縦
装
置

を
解
除
し
た
後
、
手
動
で
機
首
上
げ
操
作
を
行
っ
て
減
速
す
る
な
ど
操
縦
輪
に
過
大
な
力
を
加
え
る
こ
と
な
く
減
速
し
て
、
事
故
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
が
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
を
怠
っ
た
。
そ
し
て
、
上
記
志
摩
半
島
上
空
約
一
六
、七
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
付

近
に
お
い
て
、
操
縦
輪
を
強
く
引
い
て
、
こ
れ
に
過
大
な
力
を
加
え
た
過
失
に
よ
り
、
自
動
操
縦
装
置
を
自
動
的
に
解
除
さ
せ
て
急
激
な

機
首
上
げ
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
機
体
姿
勢
の
修
正
操
作
に
伴
う
数
回
の
機
首
の
上
下
動
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
衝
撃
に
よ
り
、
乗
客
ら
十
三

名
に
対
し
傷
害
を
負
わ
せ
る
と
と
も
に
、
客
室
乗
務
員
一
名
に
対
し
脳
挫
傷
等
に
傷
害
を
負
わ
せ
、
平
成
十
一
年
二
月
十
六
日
、
同
人
を

死
亡
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

イ
）
裁
判
所
の
事
実
認
定

上
記
の
公
訴
事
実
に
対
し
て
、
裁
判
所
が
認
定
し
た
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

降
下
中
に
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
速
度
超
過
が
発
生
し
、
減
速
さ
せ
る
た
め
に
被
告
人
が
ス
ポ
イ
ラ
ー
を
全
開
に
し
た
際
、
何
ら
か

の
理
由
で
機
首
上
げ
の
動
き
が
生
じ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
自
動
操
縦
に
よ
っ
て
機
首
を
下
げ
る
た
め
の
動
き
が
生
じ
た
。
こ
の
自
動

操
縦
の
作
動
に
伴
う
操
縦
輪
の
機
首
下
げ
方
向
へ
の
動
き
を
被
告
人
が
引
い
て
抑
え
、
更
に
強
く
引
い
て
機
首
上
げ
方
向
に
操
縦
輪
を
動

か
す
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
操
縦
装
置
の
指
示
と
実
際
の
舵
面
の
状
態
が
異
な
る
状
態
が
継
続
し
た
。
こ
の
た
め

自
動
操
縦
を
自
動
的
に
切
り
離
す
装
置
が
作
動
し
、
そ
の
過
程
で
大
き
な
機
首
上
げ
の
動
き
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
後
の
機
首
の
上
下
動
の

繰
り
返
し
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
認
め
た
。

こ
れ
は
、
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
た
本
件
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
航
空
機
の
機
首
の
角
度
、
操
縦
輪
の
動
き
、
自
動
操
縦
装
置

の
作
動
状
況
、
及
び
機
首
の
上
下
動
を
制
御
す
る
昇
降
舵
の
舵
面
の
角
度
に
関
す
る
事
故
発
生
時
の
記
録
に
基
づ
き
、
本
件
航
空
機
の
自
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動
操
縦
装
置
、
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
装
置
の
作
動
機
序
を
踏
ま
え
認
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
被
告
人
が
自
動
操
縦
を
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
し
た
こ
と
に
よ
り
、
手
動
操
縦
に
切
り
替
わ
り
、
そ
の
過
程
で
機
首
上
げ
が
生
じ

る
こ
と
の
予
見
は
可
能
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
機
首
上
げ
が
直
ち
に
人
身
事
故
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
と
ま
で
認
識
し
得
た
と

は
い
え
ず
、
ま
た
、
手
動
操
縦
に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
見
ら
れ
た
機
首
の
大
き
な
上
下
動
の
繰
り
返
し
が
生
じ

る
こ
と
の
予
見
が
可
能
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
認
め
た
。

こ
の
事
実
認
定
は
、
本
件
事
故
を
起
こ
し
た
Ｍ
Ｄ
｜
一
一
型
機
に
つ
い
て
自
動
操
縦
装
置
を
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
に
よ
り
解
除
す
る
こ
と

を
禁
止
し
て
い
る
規
定
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
、
こ
れ
ら
規
定
類
の
解
釈
、
並
び
に
そ
れ
ら
規
定
等
の
認
識
に
関
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
公
判
廷
及
び
捜
査
段
階
に
お
け
る
証
言
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
公
訴
事
実
に
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
な
結
果
予
見
義
務
及
び
結
果
回
避
義
務
違
反
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
無
罪
が
認

め
ら
れ
た
。

ウ

第
二
審
の
事
実
認
定
構
造

ア
）
検
察
官
の
主
張

検
察
官
は
、
訴
訟
手
続
の
法
令
違
反
及
び
事
実
誤
認
を
理
由
に
控
訴
し
た
。
事
実
誤
認
に
つ
い
て
は
、
第
一
審
に
お
い
て
予
見
可
能
性

を
否
定
す
る
主
な
根
拠
と
な
っ
た
、
自
動
操
縦
の
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
の
禁
止
規
定
に
関
す
る
解
釈
に
誤
り
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
規
定
の
正
し
い
解
釈
に
よ
れ
ば
、
自
動
操
縦
を
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
解
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
件
事
故
が
発
生
す
る
危

険
性
を
認
識
し
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
予
見
義
務
及
び
結
果
回
避
義
務
違
反
は
あ
っ
た
と
主
張
し
た
。
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イ
）
裁
判
所
の
事
実
認
定

名
古
屋
高
裁
は
、
検
察
官
の
事
実
誤
認
の
主
張
に
基
づ
き
、
本
件
旅
客
機
の
自
動
操
縦
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
被
告
人
の
操
縦
操
作
及

び
自
動
操
縦
装
置
の
解
除
が
本
件
旅
客
機
の
急
激
な
機
首
上
げ
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

被
告
人
の
操
縦
操
作
に
つ
い
て
、
当
時
、
本
件
旅
客
機
が
か
な
り
激
し
い
水
平
方
向
の
風
速
の
変
化
の
中
を
飛
行
し
て
い
た
た
め
不
安

定
な
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
偶
発
的
に
自
動
操
縦
装
置
を
自
動
的
に
切
り
離
す
装
置
が
作
動
し
た
可
能
性
が
否
定
で
き
ず
、
ま

た
、
被
告
人
が
意
図
的
に
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
し
た
と
も
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
自
動
操
縦
装
置
の
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
を
航
空
機
の
機
首

を
上
方
へ
向
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
故
意
に
行
っ
た
と
認
定
す
る
に
は
合
理
的
な
疑
い
が
残
る
と
し
た
。

ま
た
、
自
動
操
縦
装
置
の
解
除
が
本
件
旅
客
機
の
急
激
な
機
首
上
げ
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
自
動
操
縦
が
解
除
さ
れ
た
時
刻
よ

り
前
に
最
初
の
機
首
上
げ
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
原
因
は
不
明
で
あ
り
、
自
動
操
縦
装
置
の
解
除
と
機
首
上
げ
開
始
の
要
因
が
ど
の

よ
う
に
影
響
し
合
っ
た
か
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
と
し
て
、
名
古
屋
高
裁
は
、
第
一
審
に
お
け
る
自
動
操
縦
装
置
の
解
除
が
急
激
な
機

首
上
げ
の
要
因
と
な
っ
た
事
実
認
定
を
否
定
し
た
。

そ
し
て
、
公
訴
事
実
に
関
し
て
、
検
察
官
は
意
図
的
に
操
縦
輪
を
強
く
引
い
て
、
こ
れ
に
過
大
な
力
を
加
え
る
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
を
行
っ

た
こ
と
を
被
告
人
の
過
失
行
為
と
捉
え
、
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
本
件
旅
客
機
に
急
激
な
機
首
上
げ
を
生
じ
さ
せ
、
被
害
者
ら
の
死
傷
に
つ

な
が
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
航
空
機
に
搭
載
さ
れ
た
記
録
装
置
の
記
録
上
、
本
件
旅
客
機
の
機
長
席
側
の
操
縦
輪
に
機
首
上
げ
の

方
向
に
入
力
が
あ
り
、
解
除
装
置
が
作
動
し
て
自
動
操
縦
装
置
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
被
告
人
の
減
速
の
た
め

の
意
図
的
な
操
作
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
証
拠
上
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

こ
の
結
果
、
第
二
審
に
お
い
て
も
無
罪
判
決
と
な
っ
た
。
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エ

事
故
調
査
報
告
書
に
お
け
る
事
実
認
定

航
空
事
故
調
査
委
員
会
（
当
時
）
が
作
成
し
た
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
乗
客
ら
の
死
傷
に
つ
な
が
っ
た
急
激
な
機
体
の
機
首
の
上
昇
と
そ

れ
に
続
く
機
首
の
上
下
動
の
繰
り
返
し
は
、
①
急
激
な
風
速
の
変
化
に
遭
遇
し
、
待
機
速
度
が
急
激
に
増
速
し
、
自
動
操
縦
装
置
の
指
示

の
遅
れ
、
及
び
機
長
が
操
縦
50
）
桿
を
操
作
し
て
機
首
上
げ
を
試
み
る
等
、
対
気
速
度
の
増
加
を
抑
制
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
そ
の
効
果
が
自

動
操
縦
装
置
の
働
き
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
最
大
運
用
限
界
速
度
を
超
過
し
た
、
②
機
長
が
機
首
上
げ
の
た
め
に
操
縦
桿

を
操
作
し
、
こ
の
結
果
、
自
動
操
縦
装
置
の
指
示
す
る
昇
降
舵
の
舵
角
か
ら
、
実
際
の
舵
角
が
許
容
量
を
超
え
て
変
位
し
た
た
め
、
自
動

操
縦
装
置
が
解
除
さ
れ
た
、
③
自
動
操
縦
装
置
が
解
除
さ
れ
た
た
め
、
機
長
の
機
首
上
げ
操
作
に
よ
る
効
果
を
抑
制
し
て
い
た
同
装
置
の

働
き
が
な
く
な
り
、
急
激
な
機
首
上
げ
が
発
生
し
た
、
④
そ
の
後
も
、
操
縦
輪
に
加
え
ら
れ
た
機
首
上
げ
及
び
機
首
下
げ
方
向
の
操
縦
入

力
と
同
機
の
縦
安
定
特
性
の
相
互
関
係
が
、
機
体
の
上
下
方
向
の
変
動
を
持
続
さ
せ
る
状
態
で
継
続
し
た
こ
と
に
よ
り
、
機
首
の
上
下
方

向
の
変
動
が
繰
り
返
さ
れ
た
、
と
い
う
過
程
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
51
）
た
。

オ

検
討

本
件
の
刑
事
裁
判
で
は
、
自
動
操
縦
装
置
の
解
除
に
関
わ
る
事
実
認
定
は
、
報
告
書
に
お
け
る
操
縦
輪
の
動
き
等
の
数
値
解
析
の
結
果

に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
本
訴
訟
で
は
、
検
察
官
は
、
公
訴
事
実
に
お
い
て
最
初
の
機
首
上
げ
を
機
長
が
意
図
的
に
行
っ
た
機
首
上
げ

操
作
と
い
う
過
失
に
よ
っ
て
乗
客
ら
の
死
傷
が
発
生
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
報
告
書
の
事
実
を
認
定
し
た
理
由
に
お
い
て
、「
こ

の
（
最
初
の
機
首
上
げ
が
発
生
し
た
）
頃
か
ら
、
操
縦
桿
の
角
度
も
機
首
上
げ
側
へ
顕
著
に
増
加
し
始
め
た
。
こ
れ
ら
は
、
速
度
の
増
加

を
抑
え
る
た
め
に
機﹅
首﹅
を﹅
上﹅
げ﹅
よ﹅
う﹅
と﹅
し﹅
て﹅
機
長
が
操
縦
桿
を
引
い
た
こ
と
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
52
）

る
」（
傍
点
筆
者
）
と
の
記
述
に
根
拠
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
件
に
関
し
て
、
機
長
が
明
確
な
機
首
上
げ
の
意
志
を
持
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
本
人
の
供
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述
や
デ
ー
タ
が
同
報
告
書
に
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
か
ら
、こ
の
理
由
が
採
用
さ
れ
た
根
拠
が
不
明
確
で
あ
り
唐
突
な
印
象
を
受
け
る
。従
っ

て
、
こ
の
理
由
は
操
縦
輪
の
動
き
と
急
激
な
機
首
上
げ
を
関
係
づ
け
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
蓋
然
性

は
低
い
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
報
告
書
は
、
将
来
の
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
、
事
故
原
因
に
つ
い
て
は
可
能
性
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
、
広
く
も
れ
な
く
拾
う
と
言
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
53
）
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
よ
う
な
理
由
付
け
が
な
さ
れ
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
報
告
書
に
お
い
て
原
因
と
さ
れ
る
事
象
は
、
多
少
の
不
確
実
さ
が
あ
っ
て
も
安
全
の
見
地
か
ら
は
意
味
が

あ
る
の
で
あ
り
、「（
事
故
調
査
に
お
け
る
事
実
認
定
は
）
刑
事
裁
判
の
事
実
認
定
に
必
要
な
厳
格
な
証
明
と
は
か
な
り
異
質
な
も
の
で
あ

り
、
検
察
官
は
同
報
告
書
に
依
拠
し
す
ぎ
て
、『
推
定
』
に
す
ぎ
な
い
も
の
を
『
確
定
』
的
に
認
定
し
、
ま
た
、
他
の
可
能
性
も
あ
る
の
に

一
つ
の
可
能
性
し
か
あ
り
得
な
い
よ
う
な
判
断
を
し
た
き
ら
い
が
あ
る
と
な

54
）

る
」
と
い
う
本
件
に
関
す
る
検
察
官
の
判
断
に
対
す
る
批
判

が
生
じ
る
の
も
当
然
で
あ
り
、
第
二
審
に
お
い
て
本
件
の
公
訴
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向

を
も
つ
航
空
事
故
の
裁
判
に
お
い
て
妥
当
な
判
断
で
あ
る
。

ま
た
、
第
一
審
に
お
け
る
自
動
操
縦
装
置
の
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
は
機
長
が
意
図
的
に
行
っ
た
と
い
う
事
実
認
定
は
、
報
告
書
に
お
い
て

原
因
と
し
て
推
定
さ
れ
た
事
象
を
、
裁
判
官
が
確
定
的
に
認
定
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ

の
よ
う
な
可
能
性
の
低
い
間
接
事
実
を
証
拠
と
し
て
い
る
点
に
つ
き
、
厳
格
な
証
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
の
あ
る
事
実
認
定
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
報
告
書
に
お
い
て
推
定
さ
れ
た
原
因
と
な
る
事
象
の
特
性
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
る

航
空
事
故
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
は
、
厳
格
な
事
実
認
定
を
す
る
た
め
の
十
分
な
証
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。

加
え
て
、
報
告
書
を
読
み
解
く
た
め
に
相
応
の
専
門
的
知
見
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
事
故
原
因
の
解
明
に
も
当
該
知
見
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
告
書
に
全
面
的
に
依
拠
す
る
公
訴
事
実
の
設
定
及
び
事
実
認
定
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
容
易
に
予
想
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
、
航
空
事
故
の
刑
事
裁
判
に
お
い
て
報
告
書
が
、
無
批
判
的
に
証
拠
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
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い
。

五

航
空
事
故
調
査
報
告
書
を
証
拠
採
用
す
る
こ
と
の
事
実
認
定
上
の
問
題
点
（
小
括
）

こ
れ
ま
で
の
航
空
事
故
の
刑
事
裁
判
で
は
、
事
故
調
査
委
員
会
の
作
成
す
る
報
告
書
が
証
拠
採
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
刑
事
裁
判

に
お
け
る
事
実
認
定
は
、
報
告
書
に
お
け
る
事
実
認
定
に
依
拠
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
論
証
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

最
近
発
生
し
た
二
件
の
航
空
事
故
の
刑
事
裁
判
を
事
実
認
定
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
結
果
、
そ
の
問
題
点
と
し
て
、
①
報
告
書
に
お
い
て

原
因
と
推
定
さ
れ
た
事
実
の
中
か
ら
、
裁
判
の
結
論
を
補
強
す
る
事
象
だ
け
が
恣
意
的
に
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
同
一
の
報
告
書
が
、

有
罪
の
証
拠
に
も
無
罪
の
証
拠
に
も
採
用
さ
れ
る
と
い
う
多
義
性
を
持
つ
こ
と
、
③
報
告
書
の
原
因
の
持
つ
「
推
定
」
は
確
定
的
で
は
な

い
と
い
う
特
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑
事
裁
判
の
事
実
認
定
で
は
、
そ
れ
が
確
定
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
問
題
点
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

一
）
原
因
と
さ
れ
る
事
象
の
恣
意
的
な
選
択
に
つ
い
て

ニ
ア
ミ
ス
事
故
の
刑
事
裁
判
の
公
訴
事
実
に
お
い
て
、
訓
練
中
の
管
制
官
が
便
名
を
言
い
間
違
え
て
管
制
指
示
を
発
出
し
た
こ
と
、
及

び
同
管
制
官
の
訓
練
を
監
督
し
て
い
た
管
制
官
が
上
記
管
制
指
示
の
是
正
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
て
過
失
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の

事
実
は
、
当
該
報
告
書
に
お
い
て
事
故
原
因
と
さ
れ
た
十
一
件
の
要
因
の
冒
頭
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
55
）

る
。
し
か
し
、
報
告

書
で
は
、
こ
の
便
名
の
言
い
間
違
い
を
主
た
る
事
故
の
要
因
と
し
て
断
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
言
い
間
違
い
が
発
生
し
た
要

因
、
当
該
管
制
指
示
の
直
後
に
発
生
し
た
航
空
機
に
搭
載
し
て
い
る
衝
突
防
止
警
報
装
置
に
よ
る
回
避
警
報
の
作
動
、
当
該
警
報
に
対
す

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
対
応
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
対
応
の
根
拠
と
な
る
規
定
類
の
状
況
、
及
び
乗
客
ら
の
負
傷
の
直
接
的
要
因
を
広
く
検
討
し
て
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お
り
、
事
故
に
対
す
る
影
響
の
度
合
い
に
関
す
る
判
断
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
件
事
故
に
お
い
て
、
乗
客
ら
の
負
傷
に
対
す
る
過
失
責

任
を
考
察
す
る
場
合
、
起
訴
さ
れ
た
管
制
官
だ
け
で
は
な
く
、
負
傷
し
た
乗
客
ら
が
搭
乗
し
て
い
た
航
空
機
の
機
長
や
、
当
該
航
空
機
と

異
常
接
近
し
た
航
空
機
の
機
長
も
過
失
責
任
が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
特
に
、
負
傷
し
た
乗
客
ら
が
搭
乗
し
て
い
た
航
空
機
の
機

長
に
関
し
て
は
、
従
来
の
業
務
上
過
失
に
対
す
る
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
負
傷
の
原
因
と
な
る
航
空
機
の
操
縦
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
理

由
か
ら
、
起
訴
さ
れ
る
公
算
が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
は
、
事
故
当
時
、
事
故
が
発
生
し
た
空
域
を
管
制
し
て
い
た
管
制
官
が
起
訴
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
結
論
へ
至
る
過
程

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
現
行
制
度
上
、
刑
事
裁
判
を
提
起
す
る
権
限
は
検
察
官
だ
け
が
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
公
訴
事
実

に
示
さ
れ
た
内
容
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
決
定
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
公
表
す
る
義
務
は
無
く
、
あ
る
意
味
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
」し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
公
訴
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
訴
追
側
が
提
示
す
る
証
拠
に
つ
い
て
、「
訴
因
事
実
の

立
証
や
治
安
維
持
・
秩
序
回
復
と
い
う
目
的
関
心
を
持
つ
警
察
・
検
察
当
局
の
観
点
か
ら
、
捜
査
・
訴
追
過
程
を
通
じ
て
選
択
さ
れ
た
痕

跡
な
い
し
原
料
か
ら
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
さ
れ
た
各
々
の
証
拠
は
、
総
体
と
し
て
訴
追

側
主
張
を
支
え
る
証
拠
的
基
礎
と
し
て
互
い
に
整
合
性
を
有
す
る
よ
う
に
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
さ
れ
る
。（
中
略
）自
然
科
学
に
お
け
る
研
究

成
果
の
公
表
の
際
に
は
、
結
論
の
み
な
ら
ず
実
験
な
い
し
観
察
の
方
法
・
過
程
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
刑
事
訴
訟
に
お
い
て
も
、
原
料
な

い
し
痕
跡
が
証
拠
と
し
て
構
成
さ
れ
、
更
に
各
々
の
証
拠
が
総
体
と
し
て
訴
追
側
の
主
張
・
立
証
と
し
て
構
成
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
の
検
討
が
必
56
）

要
」
と
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
に
関
す
る
研
究
か
ら
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
刑
事
裁
判
に

お
け
る
事
実
認
定
の
基
礎
と
な
る
公
訴
事
実
を
組
み
立
て
る
過
程
の
密
室
性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
主
た
る
証
拠
と
す
る
た
め
に
報
告
書
で
示
さ
れ
た
複
数
の
要
因
の
中
か
ら
一
部
の
要
因
が
選
ば

れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
業
務
上
過
失
傷
害
罪
の
過
失
を
認
定
す
る
手
法
に
つ
い
て
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
適
正
な
事
実
認
定
の
観
点
か
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ら
、
そ
の
過
程
が
客
観
的
に
検
証
で
き
る
よ
う
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
公
訴
事
実
を
構
成
す
る
背
景
に
は
、
検
察
官
の

有
罪
認
定
を
獲
得
す
る
こ
と
に
対
す
る
強
い
意
志
が
存
在
す
る
以
上
、
事
故
に
結
び
つ
く
要
因
の
選
定
が
有
罪
の
証
拠
と
な
る
要
因
に
限

定
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。

し
か
し
、
報
告
書
に
お
け
る
事
故
原
因
の
分
析
は
、
事
故
の
要
因
と
な
る
可
能
性
を
有
す
る
要
因
を
、
そ
の
可
能
性
の
大
小
を
問
わ
ず

拾
い
上
げ
て
い
る
も
の
で
あ
57
）
る
。
そ
し
て
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
報
告
書
に
お
い
て
事
故
原
因
と
さ
れ
る
事
象
は
、
そ
こ
で
指
摘
さ

れ
て
い
る
要
因
が
有
機
的
に
関
連
し
て
発
生
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
の
一
部
を
も
っ
て
事
故
の
原
因
と
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
、
報
告
書
を
証
拠
採
用
す
る
場
合
に
は
、
刑
事
裁
判
が
公
訴
事
実
の
適
否
を
判
断
す
る
訴
訟
構
造
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
罪
と

な
る
要
因
の
ほ
か
、
報
告
書
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
事
故
要
因
を
記
載
し
、
公
判
廷
に
お
け
る
検
討
に
よ
っ
て
、
特
定
の

要
因
を
公
訴
事
実
と
し
て
認
め
た
理
由
以
外
に
、
そ
の
他
の
要
因
を
除
外
し
た
理
由
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
の
過

程
の
客
観
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
事
故
原
因
を
あ
た
か
も
公
訴
事
実
で
示
さ
れ
た
事
象
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
報
告

書
に
お
け
る
事
故
要
因
の
一
体
性
の
視
点
か
ら
は
、
そ
の
証
明
の
程
度
は
低
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

二
）
報
告
書
の
多
義
性

報
告
書
に
お
け
る
事
象
が
、
無
罪
及
び
有
罪
を
証
明
す
る
証
拠
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
報
告
書
に
お
い
て
原
因
と
推
定

さ
れ
た
事
象
の
多
義
的
解
釈
可
能
性
の
存
在
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
報
告
書
は
複
数
の
事
象
を
事
故
要
因
と
し
て
推
定
し
て
い
る
た
め
、
要
因
間
の
一
体
性
が
あ
っ
て
も
、
そ
の

要
因
の
影
響
の
度
合
い
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
複
数
の
解
釈
が
可
能
と
な
る
性
質
を
有
し
て
い
る
。ま
た
、個
々

の
事
象
と
事
故
の
結
果
と
の
因
果
関
係
の
強
さ
に
関
す
る
検
討
も
報
告
書
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
要
因
と
結
果
に
お
け
る
因
果
関
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係
の
強
さ
に
つ
い
て
も
、
要
因
と
認
定
す
る
に
至
っ
た
事
象
の
解
釈
に
よ
っ
て
複
数
の
解
釈
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
前
項
で
指
摘
し

た
、
複
数
の
要
因
か
ら
特
定
の
要
因
を
選
定
す
る
際
の
恣
意
性
も
、
報
告
書
の
多
義
性
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る

事
実
認
定
の
厳
格
性
と
い
う
視
点
か
ら
は
不
適
切
な
状
況
で
あ
る
。

三
）
事
実
の
推
定

報
告
書
に
お
い
て
事
故
の
要
因
と
さ
れ
た
事
象
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
事
象
を
も
と
に
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
報
告
書

が
同
種
事
故
の
再
発
防
止
を
主
眼
と
し
て
作
成
し
て
い
る
た
め
、「
主
因
｜

副
因
」
と
い
う
よ
う
な
影
響
度
に
関
す
る
評
価
は
行
わ
ず
、

事
故
の
要
因
と
し
て
関
与
す
る
可
能
性
の
あ
る
事
象
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
る
。
報
告
書
の
事
故
要
因
は
、
こ
の
よ
う
な
性
質
を
有
し
て

い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
刑
事
裁
判
で
は
、
こ
れ
を
確
定
的
に
扱
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
58
）
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る
の
は
、
第
一
に
検
察
官
が
持
つ
強
い
有
罪
指
向
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
が
先
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
高
い
有
罪
率
を
踏
ま
え
る
と
、
検
察
官
が
公
訴
事
実
と
し
て
構
成
し
た
事
実
が
、
裁
判

官
に
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
訴
訟
的
事
実
の
客
観
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
主
張
か
ら
、
そ
の
判
断
基
準
と
し
て
「
一
義
性
」
の
必
要
性
が
指
59
）
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
訴
訟
的
事
実
か
ら
抽
象
的
な
論
理
可
能
性
を
一
掃
す
る
こ
と
を
意
味
60
）
し
、
被
告
人
に
不
利
益
な
間
接
事
実
を
認
定

す
る
に
あ
た
っ
て
可
能
性
論
に
と
ど
ま
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
訴
訟
的
事
実
は
存
在
し
な
い
と
す
る
考
え
方
で
あ
61
）

る
。
こ
の
指
摘
に

鑑
み
れ
ば
、
報
告
書
に
お
い
て
原
因
と
さ
れ
て
い
る
事
象
は
、「
可
能
性
」の
あ
る
事
象
で
あ
っ
て
、
可
能
性
の
程
度
に
よ
っ
て
当
該
事
象

が
有
す
る
刑
法
的
な
価
値
が
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
象
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
る
訴
訟
的
事
実
は
、
そ
の
根
拠

と
な
る
事
象
の
可
能
性
は
曖
昧
で
あ
る
。
つ
ま
り
報
告
書
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
る
事
実
は
、
一
義
的
な
事
実
と
な
り
得
な
い
の
で
あ
り
、
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刑
事
訴
訟
法
的
に
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
存
在
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、「『
推
定
』
や
『
可
能
性
』
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
そ
れ
の
み
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、『
合
理
的
な
疑

い
を
超
え
る
』
だ
け
の
立
証
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
有
罪
認
定
は
得
ら
れ
な

62
）

い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
報
告
書
以
外
の
証
拠
に
よ
っ
て

公
訴
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
航
空
事
故
の
刑
事
裁
判
で
は
、
事
実
認
定
を
行
う
た
め
の
証
拠
を
全
面
的
に
報
告
書
に
依
存
す
る
こ
と
は
厳
に
慎
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

注１
）

名
古
屋
地
裁
判
決
平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
（
判
例
時
報
一
八
九
七
号
一
四
四
頁
）
及
び
名
古
屋
高
裁
判
決
平
成
十
九
年
一
月
九
日
（
判
例
タ
イ
ム
ズN

o
.

1235

一
三
六
頁
）。

２
）

第
二
審
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
争
点
と
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
判
決
に
お
い
て
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

３
）

昭
和
四
六
年
七
月
三
十
日
に
発
生
し
た
全
日
空
機
・
自
衛
隊
機
空
中
衝
突
事
故
最
高
裁
第
一
小
法
廷
判
決
（
昭
和
五
八
年
九
月
二
十
二
日
、
判
例
時
報
一

〇
八
九
号
十
七
頁
）、
全
日
空
宮
崎
空
港
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
事
件
福
岡
高
裁
宮
崎
支
部
判
決
（
昭
和
五
七
年
二
月
二
十
三
日
、
刑
事
裁
判
月
報
第
十
四
巻
五
・
六

号
五
三
七
頁
）。

４
）

航
空
事
故
調
査
報
告
書
の
証
拠
能
力
に
関
し
て
、こ
れ
を
肯
定
す
る
見
解
と
し
て
土
本
武
司「
航
空
事
故
調
査
報
告
書
の
証
拠
能
力
」（
捜
査
研
究N

o
.637

）

及
び
笹
倉
宏
紀
「
事
故
調
査
報
告
書
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て
」（
研
修
第
七
百
十
三
号
）、
否
定
す
る
見
解
と
し
て
池
田
良
彦
「
航
空
事
故
調
査
と
犯
罪
捜
査

の
競
合
す
る
問
題
｜

原
因
究
明
を
最
優
先
す
る
社
会
を
目
指
し
て
｜

」、
松
本
一
郎
「
航
空
事
故
調
査
と
刑
事
手
続
」
及
び
渕
野
貴
生
「
航
空
事
故
調
査

報
告
書
の
刑
事
手
続
に
お
け
る
使
用
の
可
否
」（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
一
三
号
）
な
ど
が
あ
る
。

５
）

東
京
地
裁
判
決
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
（
判
例
時
報
二
〇
〇
八
号
一
五
一
頁
）
及
び
東
京
高
裁
判
決
平
成
二
十
年
四
月
十
一
日
（
判
例
時
報
二
〇
〇
八

号
一
三
三
頁
）。

６
）

松
本
一
郎
「
航
空
事
故
調
査
と
刑
事
手
続
」（
獨
協
法
學
第
二
十
号
、
一
九
八
三
）、
七
二
頁
。
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７
）

中
尾
政
之
『
失
敗
百
選
』（
森
北
出
版
二
〇
〇
五
）
ま
え
が
き
ｖ
頁
。

８
）
「
従
来
、
事
故
調
査
と
い
う
と
、『
機
械
の
ど
こ
が
故
障
し
た
の
か
』
と
か
『
誰
が
ど
の
よ
う
な
ミ
ス
を
お
か
し
た
の
か
』
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
直
接
原

因
（
主
因
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。（
中
略
）
し
か
し
、
通
常
指
摘
さ
れ
る
直
接
原
因
と
は
、
破
局
の
最﹅
後﹅
の﹅
引
き
金
を
引

い
た
行
為
あ
る
い
は
装
置
の
欠
陥
の
部
分
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
詳
細
に
考
察
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
直
接
原
因
が
、
は
た
し
て
事
故
の
真
因
で
あ
る
か
ど
う

か
疑
わ
し
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
直
接
原
因
よ
り
む
し
ろ
副
次
的
原
因
の
ほ
う
が
、
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
場
合
さ
え
あ
る
」（
柳
田
邦
男『
事
故
の

視
角
』（
文
藝
春
秋
一
九
七
八
）
二
九
五
頁
）
や
、「〞
大
事
故
は
一
つ
の
要
因
の
み
で
起
こ
る
こ
と
は
少
な
く
、
い
く
つ
も
の
事
象
が
鎖
（
チ
ェ
ー
ン
）
の
よ

う
に
繫
が
っ
た
時
に
起
こ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
ど
れ
か
一
つ
の
鎖
の
輪
を
断
ち
切
れ
ば
よ
い
〝
と
い
う
有
名
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
の
『
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
」（
全
日
本
空
輸
（
株
）
総
合
安
全
推
進
室
『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
ズ
へ
の
実
践
的

ア
プ
ロ
ー
チ
』
三
八
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

９
）
「
今
日
、
現
実
に
実
践
さ
れ
て
い
る
事
故
調
査
の
手
法
で
、
最
も
有
効
な
も
の
は
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
が
開
発
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
が
採
用
し
て
い
る
手
法
で
あ
ろ

う
」（
柳
田
注
８
、
二
九
四
頁
）。

10
）

柳
田
邦
男
は
、
こ
れ
を
「
事
故
に
至
る
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
」（『
事
故
の
視
角
』
三
〇
八
頁
）
と
表
現
し
て
い
る
。

11
）

運
輸
安
全
委
員
会
設
置
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
報
告
書
に
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
①
事
故
等
調
査
の
経
過
、
②
認
定

し
た
事
実
、
③
事
実
を
認
定
し
た
理
由
、
④
原
因
。

12
）

標
準
様
式
の
中
で
、「
認
定
さ
れ
た
事
実
」と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
項
目
は
、
次
の
と
お
り
。
①
飛
行
経
過
、
②
人
の
死
傷
、
③
航
空
機
の
損
害
、
④
そ
の

他
の
損
害
、
⑤
人
員
の
情
報
、
⑥
航
空
機
情
報
、
⑦
気
象
情
報
、
⑧
航
空
保
安
施
設
、
⑨
通
信
、
⑩
飛
行
場
情
報
、

フ
ラ
イ
ト
・
レ
コ
ー
ダ
、

残
が
い

と
衝
突
情
報
、

医
学
及
び
病
理
学
情
報
、

火
災
、

生
存
状
況
、

試
験
及
び
研
究
、

組
織
及
び
管
理
情
報
、

追
加
情
報
、

有
益
又
は
効
果
的

な
調
査
技
術
。

13
）

平
成
十
三
年
一
月
三
十
日
発
生
。
事
故
の
概
要
は
、
本
稿
第
三
章

を
参
照
の
こ
と
。

14
）

平
成
十
四
年
七
月
十
二
日
公
表
。

15
）

管
制
記
録
と
は
、
管
制
の
た
め
に
行
っ
た
無
線
交
信
の
録
音
記
録
及
び
管
制
に
使
用
し
て
い
る
レ
ー
ダ
ー
画
面
の
記
録
な
ど
で
あ
る
。

16
）

本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
ニ
ア
ミ
ス
事
故
に
関
す
る
調
査
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
検
証
が
行
わ
れ
た
。

17
）

ニ
ア
ミ
ス
事
故
の
事
故
調
査
報
告
書
「
４
原
因
」
の
冒
頭
に
「
本
事
故
は
、
次
の
こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

18
）

ア
メ
リ
カ
国
家
運
輸
安
全
委
員
会
（
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
）
航
空
安
全
局
長
（
一
九
七
四
｜
一
九
八
〇
）
と
し
て
勤
務
し
、
現
在
の
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
が
行
う
事
故
調
査
の
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手
法
と
体
制
を
確
立
し
た
。（
柳
田
邦
男
『
事
故
の
視
角
』
二
九
四
頁
）。

19
）

柳
田
注
８
、
二
九
七
頁
。

20
）

柳
田
注
８
、
二
九
五
頁
。

21
）

運
輸
委
員
会
設
置
法
第
十
一
条
。

22
）

運
輸
安
全
委
員
会
設
置
法
第
一
条
。

23
）

石
井
一
正
『
刑
事
実
認
定
入
門
』（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
二
〇
〇
五
）
四
頁
。

24
）

田
口
守
一
『
刑
事
訴
訟
法

第
六
版
』（
弘
文
堂
二
〇
一
二
）
十
七
頁
。

25
）

田
口
注
24
、
十
八
頁
。

26
）

豊
崎
七
絵
『
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
事
実
観
』（
日
本
評
論
社
二
〇
〇
六
）
一
五
八
頁
。

27
）

石
塚
章
夫
「
事
実
認
定
の
適
正
」（『
刑
事
司
法
改
革
と
刑
事
訴
訟
法
下
巻
』
日
本
評
論
社
二
〇
〇
七
）
七
〇
三
頁
。
こ
の
他
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実

認
定
に
つ
い
て
「
裁
判
官
が
厳
か
に
宣
言
す
る
事
実
は
、
検
察
官
が
発
見
し
、
構
築
し
た
真
実
で
あ
る
」（
Ｄ．

Ｔ．

．

ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
ア
メ
リ
カ
人
の
み
た

日
本
の
検
察
制
度

日
米
の
比
較
考
察
』
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東
京
、
二
〇
〇
五
、
一
六
五
頁
）
と
の
指
摘
も
あ
る
。

28
）

石
塚
注
27
、
七
〇
四
頁
。

29
）

石
塚
は
、「
事
実
認
定
の
適
正
」
に
お
い
て
「
判
断
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
検
察
官
が
設
定
し
た
公
訴
事
実
が
『
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
て
』
立
証
さ
れ
て

い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
『
裸
の
事
実
そ
の
も
の
』
の
存
否
で
は
な
い
の
で
あ
る
」（
石
塚
注
27
、
七
〇
四
頁
）
と
指
摘
し
て

お
り
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
は
、
検
察
官
が
設
定
し
た
事
実
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

30
）

石
塚
注
27
、
七
一
八
頁
。

31
）

秋
山
賢
三
『
裁
判
官
は
な
ぜ
誤
る
の
か
』（
岩
波
新
書
二
〇
〇
二
）
一
五
七
頁
。

32
）

ジ
ョ
ン
ソ
ン
注
27
、
一
六
一
頁
。

33
）

「
事
件
に
関
す
る
真
相
の
解
明
」
が
非
常
に
重
要
な
目
標
と
し
て
日
本
の
検
察
官
は
自
覚
し
て
い
る
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
提
示
さ
れ
て
い

る
（
ジ
ョ
ン
ソ
ン
注
27
、
一
六
二
頁
）。

34
）

ジ
ョ
ン
ソ
ン
注
27
、
一
六
五
頁
。

35
）

白
取
祐
司
「
問
題
の
所
在
」（
刑
法
雑
誌
第
三
九
巻
二
号
、
二
〇
〇
〇
）
二
八
九
頁
。

36
）

田
口
注
24
、
三
四
二
頁
。
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37
）

木
口
信
之
「
情
況
証
拠
に
よ
る
事
実
認
定
｜

裁
判
の
立
場
か
ら
」（『
新
刑
事
手
続

』
悠
々
社
二
〇
〇
二
）
八
〇
頁
。
い
わ
ゆ
る
和
歌
山
毒
物
カ
レ
ー

事
件
で
は
、
直
接
証
拠
が
な
く
状
況
証
拠
に
積
み
上
げ
に
よ
っ
て
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
（
最
高
裁
第
三
小
法
廷
判
決

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一
日
）。

38
）

村
岡
啓
一
「
情
況
証
拠
と
事
実
認
定
」（
刑
法
雑
誌
第
三
九
巻
第
二
号
二
〇
〇
〇
）
二
九
四
頁
及
び
三
〇
〇
頁
。

39
）

村
岡
注
38
、
二
九
九
頁
。

40
）

村
岡
注
38
、
二
九
四
頁
。

41
）

木
口
注
37
、
七
一
頁
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
村
岡
啓
一
は
審
級
間
に
お
い
て
間
接
事
実
の
位
置
づ
け
が
変
更
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い

る
（
村
岡
注
38
、
二
九
五
頁
）。

42
）

村
岡
注
38
、
三
〇
〇
頁
及
び
木
口
注
37
、
七
二
頁
。

43
）

木
口
注
37
、
七
三
頁
以
下
、
及
び
佐
藤
博
史
「
情
況
証
拠
に
よ
る
事
実
認
定
｜

弁
護
の
立
場
か
ら
」（『
新
刑
事
手
続

』
悠
々
社
二
〇
〇
二
）
八
七
頁
。

44
）

佐
藤
注
43
、
八
八
頁
。

45
）

本
件
事
故
の
概
要
、
第
一
審
及
び
第
二
審
判
決
、
並
び
に
上
告
審
決
定
の
概
要
は
、
本
稿
第
三
章

を
参
照
の
こ
と
。

46
）

報
告
書
で
は
、
九
五
八
便
を
失
念
し
た
理
由
に
つ
い
て
も
更
に
指
摘
し
て
い
る
。

47
）

事
故
の
原
因
究
明
に
お
い
て
、
事
故
の
要
因
と
な
っ
た
事
象
を
そ
の
影
響
す
る
程
度
に
よ
っ
て
序
列
化
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
り
、
か
え
っ
て
事
故
の

本
質
を
見
落
と
す
こ
と
に
繫
が
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。

48
）

こ
の
件
に
関
し
て
、
航
空
事
故
調
査
報
告
書2002

5
に
お
い
て
、
文
面
上
、
弁
護
側
の
主
張
を
裏
付
け
る
明
確
な
表
現
は
な
い
。
し
か
し
、
同
報
告
書
一

九
五
頁

付
図
十
一
に
あ
る
両
航
空
機
の
気
圧
高
度
変
化
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
管
制
指
示
に
従
っ
て
両
機
が
飛
行
を
継
続
し
た
場
合
に
は
最
接
近
時
に
は
お
お

よ
そ
一
、〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
の
高
度
差
を
確
保
で
き
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

49
）

航
空
事
故
調
査
報
告
書2002

5

、
五
八
頁
。

50
）

「
操
縦
桿
」
と
い
う
用
語
は
、
本
件
航
空
事
故
調
査
報
告
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
判
決
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
操
縦
輪
」
と
い

う
用
語
と
同
意
義
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
原
典
の
表
記
を
尊
重
し
、
事
故
調
査
報
告
書
関
連
の
論
述
に
は「
操
縦
桿
」、
判
決
文
関
連
の
論
述
に
は「
操
縦
輪
」

と
い
う
方
針
で
双
方
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。

51
）

航
空
事
故
調
査
報
告
書
99

8
、
四
三
頁
。

52
）

航
空
事
故
調
査
報
告
書
99

8
、
三
一
頁
。
こ
の
よ
う
な
判
断
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、
同
頁
で
本
件
旅
客
機
の
操
縦
桿
に
対
し
て
機
首
上
げ
方
向
へ
の
入

力
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
入
力
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
意
図
的
に
行
っ
た
も
の
か
否
か
に
関
す
る
検
証
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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53
）

土
本
武
司
「
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
刑
事
責
任
の
問
い
方
・
そ
の
二

｜

乱
高
下
事
故
を
素
材
に
し
て
｜

」
判
例
評
論
五
八
三
号
（
判
例
時
報
一
九
七
一

号
一
六
七
頁
）。

54
）

土
本
武
司
「
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
刑
事
責
任
の
問
い
方
・
そ
の
二

｜

乱
高
下
事
故
を
素
材
に
し
て
｜

」
判
例
評
論
五
八
三
号
（
判
例
時
報
一
九
七
一

号
一
六
七
頁
。）

55
）

航
空
事
故
調
査
報
告
書2002

5

、
一
六
〇
頁
。

56
）

豊
崎
注
26
、
二
一
四
頁
。

57
）

土
本
武
司
も
、「
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
刑
事
過
失
責
任
の
問
い
方
・
そ
の
二
」（
判
例
時
報
一
九
七
一
号
一
六
七
頁
）
に
お
い
て
同
様
の
指
摘
を
行
っ
て
い

る
。

58
）

土
本
注
54
、
一
六
七
頁
。

59
）

豊
崎
注
26
、
二
一
三
頁
。
こ
こ
で
は
、
一
義
性
の
ほ
か
、
経
験
性
及
び
特
定
性
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

60
）

豊
崎
注
26
、
四
五
八
頁
。

61
）

豊
崎
注
26
、
四
五
九
頁
。
こ
の
主
張
は
、「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
原
則
に
基
づ
き
主
張
さ
れ
て
い
る
。

62
）

土
本
注
53
、
一
六
七
頁
。
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The Prevention of Aviation Accidents and Criminal Law(3)

～ Freeing aviation accidents from punitive sanction～

Takuya FUJIWARA
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Chapter 1 Necessity of punitive sanction for aviation accidents
 

1 A conflict of opinions
(1)Opinion of the objection against punitive sanction
(2)Opinion of the affirmative to punitive sanction
(3)Difference between the objection and the affirmative

 
2 The reason for considering aviation accidents as special
(1)The question in Act on the punishment for conducts to cause

 
danger of the aviation

(2)The feature of the aircraft operation system
(3)Difference between aviation accidents and car accidents

 
3 Conclusion

 
Chapter 2 The state of prosecution for aviation accidents

 
1 Situation of the world
(1)The tendency of prosecuting aviation professional
(2)Pattern for prosecuting
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d Summary
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Chapter 3 Thinking the aircraft accidents from the perspective of
 

substantive criminal law
Perspective from criminal theory

 
1 Latest argument about the theory of criminal negligence
(1)The issue of the traditional theory
(2)The opinion about the responsibility at the new theory
(3)Appropriate theory for aircrafts accidents

 
2 Assessment of criminal negligence and the theory of objective

 
imputation

(1)The comparison between the theory of objective imputation and
 

the theory of Reasonable causation
(2)Extent of the theory of objective imputation
(3)Meaning of the theory of objective imputation
(4)Conclusion

Punishment and Prevention of aircraft accidents
 

1 The situation of the discussion about the theory of punishment
(1)Retributivism and utilitarianism
(2)Responsibility and punishment

 
a Nature of responsibility

 
b Fact for judgment about responsibility

(3)Comparative retributivism
 

2 Couterargument against Comparative retributivism
(1)Couterargument against retribution
(2)Ambiguity about the concept of retribution

 
3 The function of punishment for soothing retaliatory feeling

 
4 The question of punishing a person who causes aircraft accident

 
5 Conclusion
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Case study～ 2001 Japan Airlines mid-air incident～
1 Outline of the incident

 
2 The gist of the judgments
(1)Tokyo District Courts
(2)Tokyo High Courts
(3)Supreme Court

 
3 Study
(1)General condition of commentaries
(2)Doubt about the conviction for two controllers’negligence
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a Legal capability of trainee controller
 

b Action of instructor controller and effect of air traffic
 

control instruction
(a)Foreseeability
(b)Judgment of causality

 
c Punishment for“an elementary error”

(3)Summary
 

Chapter 4 Thinking the aircraft accidents from the perspective of
 

criminal procedure
 

1 Question of using the accident investigative report at court
 

2 The“fact”of the accident investigative report
(1)Fact-finding of the accident investigation
(2)Presumption of cause
(3)Character of fact in aviation accident investigation

 
3 Fact-finding on criminal trial
(1)The fact on criminal trial
(2)Fact-finding on criminal trial

 
a Situation of general argument for fact-finding

 
b Fact-finding by indirect evidence

 
4 Case study of fact-finding～comparing the accident investigate

 
and the trial～

(1)2001 Japan Airlines mid-air incident
(2)1997 Japan Airlines mid-air incident

 
5 The question of using the accident investigative report for

 
fact-finding(summary)
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